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令和５年度（2023 年度）　富山大学学年暦

　入学式(10月期)　10/2(月)

  1/12(金)は休講　(大学入学共通テスト準備)

  1/13(土),14(日)  大学入学共通テスト

　/　(　)　学部1年次　TOEIC-IPテスト（注）
　/　(　)　学部3年次(医学科除く)　TOEIC-IPテスト（注）

11/28(火) , 11/29(水)

　一般選抜（前期日程)　2/25(日),26(月)

　　(26日は,医学部医学科のみ実施)
　一般選抜（後期日程)　3/12(火)

（注）学部1年次及び学部３年次(医学科除く)対象のTOEIC-IPテストの日程は、決定後にお知らせします。

◆オープンキャンパス日程

＜対面開催＞

高岡キャンパス 芸術文化学部

杉谷キャンパス 薬学部

医学部医学科

医学部看護学科

五福キャンパス 人文学部，教育学部，経済学部，理学部，工学部，都市デザイン学部

◆大学祭日程

高岡キャンパス 10/14(土) ～ 10/15(日)

杉谷キャンパス 10/21(土) ～ 10/22(日) 大学祭準備等のため，10/20(金)午後は休講（杉谷キャンパスのみ）

五福キャンパス 10/28(土) ～ 10/29(日)

令和５年度(2023年度)　富山大学学年暦

～

6/13(火)

4/7(金)

4/4（火），4/5（水），4/6(木），4/10（月）

9/28(木)

～ 8/2(水)4/13(木)

8/3(木)

～ 9/30(土)8/10(木)

 入学式（4月期） 3/27～
 教養教育オリエンテーション（オンライン）

学部1年次
　4/12（水）TOEIC-IPテスト
　4/15（土）TOEIC-IPテスト予備日

新入生オリエンテーション

前学期授業期間

備　　　　　　考
セメスター制

教養教育

～ 8/9(水)補講・試験期間

予備・調整日

学位記授与式
（9月期）

開学記念日

夏季休業期間

10/1(日)

12/25(月)～10/2(月)後学期授業期間

～ 2/9(金)

1/4(木)～12/26(火)

2/2(金)1/5(金)後学期授業期間

冬季休業期間

8/5(土)

8/1(火)

7/16(日)

7/15(土)

補講・試験期間

春季休業期間

予備・調整日

学位記授与式
（3月期）

3/22(金)

3/31(日)～2/10(土)

2/5(月)

8/2(水)
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令和５年度（2023年度）五福・高岡キャンパスカレンダー
〔セメスター制〕

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土 日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 1 2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7 8 8 9 10 11 12 13 14

9 10 11 12 13 14 15 15 16 17 18 19 20 21

16 17 18 19 20 21 22 22 23 24 25 26 27 28

23 24 25 26 27 28 29 29 30 31

30 1 2 3 4

　 1 2 3 4 5 6 5 6 7 8 9 10 11

7 8 9 10 11 12 13 12 13 14 15 16 17 18

14 15 16 17 18 19 20 19 20 21 22 23 24 25

21 22 23 24 25 26 27 26 27 28 29 30

28 29 30 31 1 2

1 2 3 3 4 5 6 7 8 9

4 5 6 7 8 9 10 10 11 12 13 14 15 16

11 12 13 14 15 16 17 17 18 19 20 21 22 23

18 19 20 21 22 23 24 24 25 26 27 28 29 30

25 26 27 28 29 30 31

1 1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7 8 7 8  9 10 11 12 13

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

16 17 　 18 　 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31

30 31 1 2 3

1 2 3 4 5 4 5 6 7 8 9 10

6 7 8 9 10 11 12 11 12 13 14 15 16 17

13 14 15 16 17 18 19 18 19 20 21 22 23 24

20 21 22 23 24 25 26 25 26 27 28 29

27 28 29 30 31 1 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

24 25 26 27 28 29 30 31

授業期間 △：開学記念日
補講・試験 ◇：大学入学共通テスト準備のため１日休講
予備・調整日
夏季一斉休業

7/19は月曜日の授業を行う。
5/1は水曜日の授業を行う。

33
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新入生の皆さん，ご入学おめでとうございます。いよいよ大学生活が始まります。学生の皆

さんは，それぞれ将来の進路を思い描き学部を選ばれたことでしょう。早く専門分野について

学びたいと意欲を高めていることと思いますが，富山大学では１年次，全ての学生が五福キャ

ンパスで教養教育を学ぶことになっています。

なぜ，教養教育を学ばなければならないのか。それは，富山大学では専門分野の学びによる

「専門知」と，幅広い分野から学ぶ「教養知」とをバランスよく身につけることを目標にしてい

るからです。例えば，理系の専門を学んで最先端のロボットを開発しようとするとき，技術的

な優位性だけでなく，それが本当に人々の幸福に資するものなのか，といった社会的な観点か

らの検討も求められます。法律ではどのように定義づけるのか，日常の中で使うものとして経

済性や安全性，操作性はどうかなど，さまざまな観点からの考察が必要になります。一方，文

系を学ぶ学生にも，これからの社会で活躍していく上で地球環境を脅かす物質の科学的な知識

や，生活者に向けた統計調査を活用できる数理・データサイエンスの知識が求められています。

専門を深化させ，あるいは広げていく上で幅広い教養知が不可欠になるのです。

富山大学には，人社芸術系・理工系・医薬系とさまざまな専門分野の教員がおり，教養教育

では９つの系に分けて多様な科目を提供しています。また，目指す専門が異なる学生と一緒に

学べることも，多様な考えに触れる上で役立つでしょう。教養教育では富山をテーマに，地域

の文化や産業の魅力に触れるとともに，抱えている課題とその解決策についてディスカッショ

ン形式で学ぶ授業があります。グループワークなどに積極的に参加して，コミュニケーション

能力を鍛え，２年次以降の学修がより実りあるよう準備してください。

大学は高等学校とは違い，学生自らが授業時間割をつくり，その履修を申請し，修得した単

位を確認して，卒業まで責任を持って過ごさなければなりません。この教養教育ガイドには，

大学で学ぶ上で基礎となるルールや，教養教育の履修方法などさまざまな情報がまとめられて

います。授業開始までに熟読して内容を把握するとともに，卒業までの間，必要に応じて読み

返し活用してください。

なお，本ガイドを読んでわからない点や疑問点があれば，学務課教養教育支援室または所属

学部の教務担当窓口（P79 参照）を訪ねてください。

また，本学では教養教育に関する情報発信として，教養教育院のウェブサイトを公開してい

るほか，在学生を対象としたスマートフォン用アプリケーション「とみだい iNfo」で情報公開

していますので，併せて活用してください。（P79 参照）

教養教育院長　　　　　　　　　　　　 　

はじめにはじめに
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Ⅰ　富山大学における教養教育について

１　富山大学の教育方針
（１）ディプロマ・ポリシー

富山大学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社会科学を総
合した特色ある国際水準の教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に，高い使命感と創造力のあ
る人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化，人間社会と自然環境との調
和的発展に寄与することを理念としている。
本学では，この理念に基づいて，幅広い知識や深い専門的学識を持ち，問題提起し解決する能力，
組織や社会の一員として貢献する能力，他者と意思を疎通するコミュニケーション能力，新しいもの
やことを創造する能力，地域を志向する意識を身に付け，各学部が示す学修成果を上げた者に学士の
学位を授与する。なお，その身に付ける能力を以下のとおり示す。

○幅広い知識
自然・社会・文化・人間について幅広く普遍的な知識を持ち続け，自立した市民として社会生活
に活かす能力を身に付けている。

○専門的学識
それぞれの専門性に応じた深い知識を持ち，活用する能力を身に付けている。

○問題発見・解決力
自ら問題を発見し，情報や知識を複眼的，理論的に分析して問題を解決するとともに，新たに様々
なものやことなどを創りだす能力を身に付けている。

○社会貢献力
組織や社会の一員として自らの役割を認識し，責任を持って自己を管理するとともに，倫理観と
使命感を持って自ら行動し , 地域と国際社会に貢献する能力を身に付けている。

○コミュニケーション能力
他者の考えを理解し，自らも情報発信する能力を身に付けている。また，適切な手段や言語を使
い，多様な人々との意思疎通と協働を可能にする能力を身に付けている。

（２）カリキュラム・ポリシー
富山大学では，卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に示した５項目の能力につい
て，体系的な教育課程を編成する。授業は講義・演習・実験・実習・実技の様々な方法・形態等によ
り行い，学生が主体的・能動的に学ぶことができるものとする。その評価は各能力における学修成果
の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づいて行う。

（３）アドミッション・ポリシー
富山大学は，本学が掲げる教育理念，卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき，
人文科学，社会科学，自然科学，生命科学，保健医療及び芸術文化の各分野に高い関心を持ち，幅広
く豊かな教養と専門的な知識や技術を活かして，地域と国際社会に貢献しようとする高い志を持つ者
を受け入れる。
そのため入学者選抜の基本方針として，複数の受験機会や多様な学生を評価できる入試を提供する。
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２　富山大学教養教育カリキュラム・ポリシー
教養教育院は，地域社会及び国際社会において活躍できる，豊かな人間性と創造的問題解決能力を
持つ人材の育成を目指し，学修の基礎となる幅広い知性・知恵・実践的能力の形成と市民的公共性・
社会的公共性・本源的公共性を身に付けるための全学共通の教養教育を次のとおり編成し，教養教育
の評価基準に基づき，学修成果を評価する。

（１）教育課程編成方針
中等教育との連続性に配慮し，教育課程を体系的に編成するとともに，次に掲げる系に様々な授業
科目を設け，多様な能力を養う全学共通の授業科目で編成する。
なお，教養教育は一部の授業科目を除き，五福キャンパスで開講し，全学生に多彩な選択肢を提供
する。

（２）教育課程実施方針
教養教育では，学修の基礎となる幅広い知識を身に付けるため，次に掲げる系に様々な授業科目を
設け，講義，演習，アクティブ・ラーニング等を取り入れた学生参加型授業，フィールドワーク，実
験・実習等により，幅広い知性・知恵・実践的能力の形成を全学共通で実施する。
　　　

（３）学修内容
①人文科学系
人文科学全般に及ぶ幅広い知識と教養を修得し，様々な立場や分野の人々と協同し対話できる力，
総合的に考える力及び自己表現力を身に付ける。

②社会科学系
様々な社会事象において，経済・経営・法などが相互に密接に関連している現実に鑑みて，経済
学，経営学及び法学を中心とした社会科学全般の基礎的な知識，地域及び世界を適切に理解する能
力を身に付ける。

③自然科学系
自然現象や科学技術を理解するための基礎となる，知識と論理的思考法を学び，様々な分野の人々
と協同し，対話できる力，総合的に考える力を身に付ける。

④理系基盤教育系
理系専門分野の基盤となる，実践的な自然科学の基礎専門知識を身に付ける。

⑤医療・健康科学系
生命，特に人体の働きに関する様々な知識を学修することにより，心も身体も健やかな社会生活
を送るための基礎となる，医学的・社会的知識及び医療に関する最新の科学的素養を身に付け , 個
人のみならず，広く人類の健康・保健に寄与できる力を育む。

⑥総合科目系
地域社会，国際社会及び学際における現代の諸課題に対し，既存の学問分野の枠組みを超えて学
び，課題解決に向けて考える力，多角的なものの見方，思考態度を総合的に身に付ける。
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⑦外国語系
文化・習慣・言語を異にする他者と協働するため，国際共通語としての英語によるコミュニケー
ション能力を身に付ける。また，英語以外の言語の基礎を学ぶことを通じて，国際的な行動力の幅
を広げるとともに，世界の多様性の認識，異文化の理解を深める。

⑧保健体育系
健康及びスポーツについての理論を学び，運動・スポーツの合理的，計画的な実践を通して，生
涯にわたってのスポーツライフを楽しむ資質や能力を育む。
また，健康の保持増進のための実践力を育成し，体力の向上を図る。

⑨情報処理系
文書作成，データ処理，プレゼンテーションなど基本的な情報リテラシーに加え，情報倫理，情
報セキュリティに関する知識と技術を身に付ける。
　

（４）学修方法
学生は，教養教育が提供する多様な授業科目から，主体的・能動的に授業科目を選択することで，
幅広い分野の知識を身に付ける。さらに，アクティブ・ラーニング等を取り入れた学生参加型授業や
ＩＣＴ機器を活用した授業，少人数授業等により，理解度を向上させる。

（５）学修成果の評価方法
①成績評価の基準・方法について，あらかじめシラバス等で詳細に公表する。
②単一の観点でなく，科目の性格に応じた複数の観点から，学修到達度を総合的に評価する。
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�︱�主として夜間主コース対象︱�

Ⅱ　教養教育における授業の仕組み
１　学年・学期・授業時間
（１）学年

学年は，４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わります。

（２）学期
教養教育では，１学年を２分割するセメスター制で実施し，それぞれを前学期（４月１日～９月３０
日）と後学期（１０月１日～翌年３月３１日）とします。両学期とも８週又は１５週の授業を行います。

（３）授業時間
授業は１回の授業時間（１時限）当たり９０分で行います。時限ごとの授業時刻は次のとおりです。

時　限 時　　間
１時限 　８：４５～１０：１５
２時限 １０：３０～１２：００
３時限 １３：００～１４：３０
４時限 １４：４５～１６：１５
５時限 １６：３０～１８：００
６時限 （夜１時限） １８：１０～１９：４０
７時限 （夜２時限） １９：５０～２１：２０

２　単位・卒業要件単位
大学での学修では「単位」という尺度を使い授業科目が設定されています。成績が合格と判定され
ると設定された単位が与えられます。

（１）単位　　　　　
１単位は，大学で授業を行う時間及び学生が事前学修及び事後学修を行う時間の合計４５時間を
もって構成されます。授業の種類・方法ごとの学修時間等は以下のとおりです。２単位の講義科目の
場合，授業時間３０時間，授業時間外の学修時間６０時間，計９０時間をもって２単位修得すること
となります。

授業の種類・方法
授業の種類・方法 大学での授業時間 授業時間外の学修時間

講義，演習 １５～３０時間 ３０～１５時間

実験，実習，実技 ３０～４５時間 １５～　０時間

（２）教養教育における卒業要件単位
富山大学を卒業するには，「富山大学教養教育履修規則」（P52）第６条の規定により，学部・学科
ごとに定められた卒業要件単位を修得しなければなりません。単に修得単位の合計数が卒業要件単位
を超えていればよいというものではなく，「地域志向科目の単位は修得しているか」，「各系の選択科
目の必要単位は修得しているか」など，自身が所属する学部・学科の卒業要件を十分に確認してくだ
さい。
学部・学科における卒業要件単位一覧及び令和５年度教養教育開設授業科目一覧については，P10
～ P27「Ⅱ－５　各学部・学科における卒業要件単位一覧」及び「Ⅱ－６令和５年度入学者教養教育
開設授業科目一覧」に掲載しています。
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３　科目の種類
科目には，「必修科目」，「選択科目」，「自由科目」の３種類があります。「必修科目」，「選択科目」
については，学部や学科，専攻（コース）ごとに卒業に必要な単位数を定めています。その他，医学
部看護学科を除く全学部の学生が「地域志向科目」を修得しなければなりません。

（１）必修科目
「必修科目」とは，卒業要件として必ず単位を修得しなければならない科目です。学部・学科によっ
て「必修科目」の指定は異なりますので，自身の「必修科目」を確認し，必ず単位を修得してください。

（２）選択科目
（ⅰ）選択必修科目
「選択必修科目」とは，特定の教養教育科目の組合せの中から，いずれかの科目を履修し，定
められた単位数を必ず修得しなければならない科目です。学部・学科ごとに「選択必修科目」が
定められていますので，自身の「選択必修科目」を確認し，必ず単位を修得してください。

（ⅱ）選択科目
「選択科目」とは，必修科目及び選択必修科目を除き，複数の教養教育科目の中から，履修を
希望する科目を学生が自由に選択できる科目です。自身の卒業要件単位を確認し，修得単位数が
不足しないよう注意して科目を選択してください。

（３）自由科目
「自由科目」とは，単位は修得できますが，卒業要件単位には算入しない科目です。「自由科目」と
して履修可能な教養教育科目は学部・学科ごとに定められています。

（４）地域志向科目
「地域志向科目」とは，地域課題解決型人材育成プログラムに関して，富山県に関する基礎的な要
素を含む富山の歴史・経済・自然を扱う教養教育科目です。教養教育科目における「地域志向科目」は，
下表の科目が該当します。医学部看護学科を除く全学部において，１科目２単位（ただし，都市デザ
イン学部は２科目４単位）以上を修得する必要があります。

教養教育科目における地域志向科目一覧
系 教養教育科目名

人 文 科 学 系 日本の歴史と社会，言語と文化

社 会 科 学 系 現代社会論，地域の経済と社会・文化

医療・健康科学系 医療と地域社会

総 合 科 目 系

環境，現代文化，人権と福祉，環日本海，アカデミック・デザイン，
ビジネス思考，教養としての都市デザイン学，薬都とやま学，万葉学，
日本海学，富山大学学，とやま地域学，災害救援ボランティア論，富山学，
地域ライフプラン，産業観光学，富山のものづくり概論，富山の地域づくり
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４　成績
（１）成績の評価　

成績の評価は，原則として，１学期８週又は１５週の授業を履修した後，授業担当教員が授業にお
ける学修態度，レポートや試験等に基づき総合的に判定を行います。成績は「秀」，「優」，「良」及び
「可」を合格，「不可」を不合格とし，合格した科目には単位が与えられます。
なお，教養教育科目では，富山大学GPA制度に関する規則を受け，成績評価分布目標を次のとお
り定めています。

区分 	 成績評価分布の目標	 令和４年４月１日　施行

教養教育科目 「秀」は履修者の 10％以内を目安とする。
　ただし，履修者が 20 人以下の授業科目については，「秀」の目安とする割合を
可能な限り準用する。
　また同一教員のクラスや同一科目名複数コマ開講クラス，習熟度別編成で行って
いる同一科目の授業は，複数クラス全体で目安とする割合を準用することがある。

（２）ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）
富山大学では，ＧＰＡ制度（ＧＰＡ：履修科目の成績の平均値）を導入しています。
成績評価を下表のＧＰ（グレード・ポイント）の数値に換算し，学期ＧＰＡ，学年ＧＰＡ及び累積
ＧＰＡを算出します。このうち，学年ＧＰＡと累積ＧＰＡを各学年の成績通知書に記載します。各Ｇ
ＰＡの算出方法は以下のとおりです。

（ⅰ） 学期ＧＰＡ＝　
（当該学期の履修科目単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和

当該学期の履修科目総単位数

（ⅱ） 学年ＧＰＡ＝
（当該学年の履修科目単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和

当該学年の履修科目総単位数

（ⅲ） 累積ＧＰＡ＝
（在学期間中の履修科目単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和

在学期間中の履修科目総単位数

※履修登録科目の確認を怠り，履修しない授業科目が履修登録されている場合や，履修取消の手続き
を行わず受講しなかった場合の成績は「不可」となり，ＧＰＡに算入されるので注意すること。
　なお，「不可」となった場合，同一科目を再履修し単位を修得することで累積ＧＰＡの対象外とす
ることができます。（ただし，学期ＧＰＡ及び学年ＧＰＡには算入されたままです。）

成績の評語に対する評価基準及びＧＰの対応表

成績の評語 ＧＰ 評価基準

 秀 （Ｓ） ４ 到達基準を達成し，極めて優秀な成績を修めている

 優 （Ａ） ３ 到達基準を達成し，優秀な成績を修めている

 良 （Ｂ） ２ 到達基準を達成し，良好な成績を修めている

 可 （Ｃ） １ 到達基準を達成している

不可（Ｄ） ０ 到達基準を達成していない

「認」,「合格」及び「不合格」をもって評価される授業科目は，GPA算出の対象外とします。
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５　各学部・学科における卒業要件単位一覧

�
︱
︱
︱
︱
�
︱
︱
︱
︱
�

（ⅰ）　人文学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ２単位以上

地域志向科目１科目
２単位を必ず含むこと。

社会科学系 ― ２単位以上

自然科学系 ―

　　４単位以上　

医療・健康科学系 ―

総合科目系 ― ４単位以上

外国語系 ４単位 ４単位
英語以外の外国語は同
一言語のみで４単位選
択必修

保健体育系 ２単位 ―

情報処理系 ２単位

計 ８単位 16 単位以上

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 16 単位を超えて修得した単位は，16 単位まで卒業要件単位として算入する。
　ただし，各系の上限は次のとおりとする。
①　人文科学系で２単位を超えて修得した単位は４単位まで。
②　社会科学系で２単位を超えて修得した単位は４単位まで。
③　自然科学系及び医療・健康科学系で４単位を超えて修得した単位は２単位まで。
④　総合科目系で４単位を超えて修得した単位は２単位まで。
⑤　外国語系で４単位を超えて修得した単位は４単位まで。
⑥　情報処理系で修得した単位は２単位まで。

２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。
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（ⅱ）　教育学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ２単位

いずれ
かから
さらに
４単位

地域志向科目１科目
２単位を必ず含むこと。

社会科学系 ― ２単位

自然科学系 ― ２単位

医療・健康科学系 ―

総合科目系 ― ２単位

外国語系 ４単位 ２単位 ２単位選択必修

保健体育系 ２単位 ―

情報処理系 ２単位

計 ８単位 14 単位

�
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
�
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
�
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（ⅲ）　経済学部（昼間主コース）

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ４単位

いずれかから
さらに２単位

地域志向科目１科
目２単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ―

自然科学系 ―

４単位

医療・健康科学系 ―

総合科目系 ― ２単位

外国語系 ４単位 ４単位 ４単位選択必修

保健体育系 ２単位 ―

情報処理系 ２単位

計 ８単位 16 単位

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 16 単位を超えて修得した単位は，社会科学系及び情報処理系で修得した単位を含
め，10 単位まで卒業要件単位として算入する。
２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。
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︱
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︱
︱
︱
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（ⅳ）　経済学部（夜間主コース）

必修科目 選択科目

人文科学系 ―

14 単位
地域志向科目１科
目２単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ―

自然科学系 ―

医療・健康科学系 ―

総合科目系 ―

外国語系 ４単位

保健体育系 １単位 ―

情報処理系 ２単位

計 ７単位 14 単位

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 14 単位を超えて修得した単位は，情報処理系で修得した選択科目を含め，８単位
まで卒業要件単位として算入する。
２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。
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︱
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（ⅴ）　理学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ４単位

いずれかから
さらに８単位

地域志向科目１科
目２単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ― ４単位

医療・健康科学系 ―

６単位

総合科目系 ―

外国語系 ４単位

保健体育系 ―

情報処理系 ２単位

自然科学系 ―

計 ６単位 22 単位

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 22 単位を超えて修得した単位は，12 単位まで卒業要件単位（理学部における自由
選択科目）として算入する。
　　ただし，自由選択科目に関する各系の上限は次のとおりとする。

①　人文科学系，社会科学系で修得した単位は，合計４単位まで。
②　自然科学系で修得した単位は４単位まで。
③　医療・健康科学系及び総合科目系で修得した単位は，合計４単位まで。
④　外国語系で修得した単位は６単位まで。

２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。
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（ⅵ）　医学部医学科

必修科目 選択科目

人文科学系 ―

６単位

理系基盤教育
系，医療・健
康科学系及び
保健体育系か
ら２単位以上
を含め４単位

地域志向科目１科
目２単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ―

総合科目系 ―

医療・健康科学系 １単位

理系基盤教育系 12 単位

次の組み合わせから
各２単位，計４単位
①「物理学Ⅰ－Ａ」と 
　 「物理学Ⅰ－Ｂ」
②「物理学Ⅱ－Ａ」と
　 「物理学Ⅱ－Ｂ」

外国語系 ４単位 ２単位 ２単位選択必修

保健体育系 １単位

情報処理系 ２単位 ―

計 20 単位 16 単位
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（ⅶ）　医学部看護学科

必修科目 選択科目

人文科学系 ―

６単位

いずれかから
さらに５単位※２

社会科学系 ―

自然科学系 ―

４単位

理系基盤教育系 ４単位※１

医療・健康科学系 ２単位※１ ２単位

総合科目系 ―

外国語系 ４単位

保健体育系 ― １単位

情報処理系 ２単位

計 12 単位※３ 18 単位※４

※３年次編入学生については，次のとおりとする。
　　※１：「―」，※２：「11 単位」，※３：「６単位」，※４：「24 単位」
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（ⅷ）　薬学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ―

６単位

いずれかか
らさらに４
単位

地域志向科目
１科目２単位を
必ず含むこと。

社会科学系 ―

理系基盤教育系 10 単位

次の組み合わせから
各２単位，計４単位
①「物理学Ⅰ－Ａ」と 
　 「物理学Ⅰ－Ｂ」
②「物理学Ⅱ－Ａ」と
　 「物理学Ⅱ－Ｂ」

医療・健康科学系 ２単位

総合科目系 ―

外国語系 ４単位 ２単位

保健体育系 １単位

情報処理系 ２単位 ―

計 19 単位 16 単位
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（ⅸ）　工学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ４単位
いずれかから
さらに２単位※

地域志向科目１科
目２単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ― ４単位

自然科学系 ―

理系基盤教育系 ―

医療・健康科学系 ― ２単位

総合科目系 ― ４単位

外国語系 ４単位

外国人留学生は
「日本語リテラ
シーⅠ」，「日本語
リテラシーⅡ」，「日
本語コミュニケー
ションⅠ」，「日本
語コミュニケー
ションⅡ」を必修
とする。

保健体育系 ― １単位

情報処理系 ２単位

計 ６単位 17 単位

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 17 単位を超えて修得した単位は，人文科学系，社会科学系及び医療・健康科学系
で合計 12 単位を超えて修得した単位，自然科学系並びに理系基盤教育科目で修得した単位を含め，
10 単位まで卒業要件単位として算入する。
　ただし，各系の上限は次のとおりとする。
①　総合科目系で４単位を超えて修得した単位は２単位まで。
②　外国語系で４単位を超えて修得した単位は４単位まで。
③　保健体育系で１単位を超えて修得した単位は１単位まで。
④　情報処理系で２単位を超えて修得した単位は２単位まで。

２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。

※人文科学系及び社会科学系の卒業要件単位の修得方法は，次のいずれかとなる
　「人文科学系４単位及び社会科学系６単位」「人文科学系６単位及び社会科学系４単位」

�︱︱︱︱�︱︱︱︱�
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（ⅹ）　芸術文化学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ４単位

いずれかから
さらに３単位
以上

地域志向科目１科
目２単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ― ４単位

自然科学系 ―

４単位

医療・健康科学系 ―

総合科目系 ― ４単位

外国語系 ４単位

外国人留学生は外
国語系科目全てを
選択科目とし，当
該留学生にとって
の外国語科目の中
から４単位以上

理系基盤教育系 ―

保健体育系 １単位

情報処理系 ２単位 ―

計 ７単位 19 単位以上

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 19 単位を超えて修得した単位は，12 単位まで卒業要件単位として算入する。
２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。
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（ⅺ）　都市デザイン学部

必修科目 選択科目

人文科学系 ― ４単位

いずれかから
さらに４単位

地域志向科目２科
目４単位を必ず含
むこと。

社会科学系 ― ４単位

自然科学系 ―

理系基盤教育系 ―

医療・健康科学系 ―

総合科目系 ― ４単位

外国語系 ４単位

保健体育系 ― １単位

情報処理系 ２単位

計 ６単位 17 単位

卒業要件単位として算入する単位の上限
１．選択科目として 17 単位を超えて修得した単位は，10 単位まで卒業要件単位として算入する。
２．卒業要件単位として算入する単位の上限を超えて修得した単位については，自由単位として単位
認定をする。ただし，卒業要件単位として算入はしない。
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６　令和５年度入学者教養教育開設授業科目一覧

（ⅰ）人文科学系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

哲学のすすめ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人間と倫理 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

こころの科学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代と教育 ２ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本の歴史と社会 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東洋の歴史と社会 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西洋の歴史と社会 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本文学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外国文学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言語と文化 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音楽 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美術 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美術表現A ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

美術表現B ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

言語表現 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

治療の文化史 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異文化理解※１ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎：必修科目，○：選択科目，●：専門科目，△：自由科目，－：履修不可
※１．「異文化理解」は外国人留学生のみ履修可能
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（ⅱ）社会科学系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

現代社会論 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本国憲法 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国家と市民 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経済生活と法 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民生活と法 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

はじめての経済学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業と経済を学ぶ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経営資源のとらえ方 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市場と企業の関係 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域の経済と社会・文化 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎：必修科目，○：選択科目，△：自由科目，－：履修不可

（ⅲ）自然科学系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

自然科学への扉－Ａ 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

自然科学への扉－Ｂ 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

自然科学への扉－Ｃ 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

科学技術への扉－Ａ 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

科学技術への扉－Ｂ 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

生命の世界 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

社会と情報の数理 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

デザインと生物 2 ○ ○ ○ ○ □ △ ○ △ □ ○ ○

◎：必修科目，○：選択科目，□：自由選択科目，△：自由科目，－：履修不可
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（ⅳ）理系基盤教育系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

解析学－Ａ 2 － － － － － ◎ － － － － －

解析学－Ｂ 2 － － － － － － － ◎ － － －

微分積分Ⅰ－Ｅ 2 － － － － － － － － － ○ ●

線形代数学 2 － － － － － ○ ○ ○ － － －

線形代数Ⅰ－Ｅ 2 － － － － － － － － － ○ ●

物理学序説Ⅰ 2 － － － － ● － － － ○ － －

物理学序説Ⅱ 2 － － － － ● － － － ○ － －

物理学Ⅰ－Ａ 2 － － － － － ○ － ○ － － － 選択
必修物理学Ⅰ－Ｂ 2 － － － － － ○ － ○ － － －

物理学Ⅱ－Ａ 2 － － － － － ○ － ○ － － － 選択
必修物理学Ⅱ－Ｂ 2 － － － － － ○ － ○ － － －

化学・物理学実験－Ａ 1 － － － － － ◎ － － － － －

化学・物理学実験－Ｂ 1 － － － － － － － ◎ － － －

現代物理学入門 2 － － － － － ○ ○ ○ － － ○

基礎化学－Ａ 2 － － － － － ◎ － － － － －

基礎化学－Ｂ 2 － － － － － － － ◎ － － －

生体有機化学 2 － － － － － ◎ － － － － －

生命科学Ⅰ－Ａ 2 － － － － － ◎ － － ○ － －

生命科学Ⅰ－Ｂ 2 － － － － － － － ◎ ○ － －

生命科学Ⅰ－Ｃ 2 － － － － － － ◎ － ○ － －

生命科学Ⅱ－Ａ 2 － － － － － ◎ － － ○ － －

生命科学Ⅱ－Ｂ 2 － － － － － － － ◎ ○ － －

生命科学Ⅱ－Ｃ 2 － － － － － － ◎ － ○ － －

生物学実験－Ａ 1 － － － － － ◎ － － － － －

生物学実験－Ｂ 1 － － － － － － － ◎ － － －

生物無機化学入門 2 － － － － － ○ ○ ○ ○ － ○

生物圏環境科学概論 2 － － － － ● － － － ○ － －

◎：必修科目，○：選択科目，●：専門科目，△：自由科目，－：履修不可
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（ⅴ）医療・健康科学系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

医療心理学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎ ○ ○ ○

概説医療心理学 １ － ○ － － ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

認知科学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

脳科学入門 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命科学入門 ２ － ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

免疫学入門 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

身近な医学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

障害とアクセシビリティ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療と地域社会 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎：必修科目，○：選択科目，△：自由科目，－：履修不可
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（ⅵ）総合科目系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

環境 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ジェンダー ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
技術と社会 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現代文化 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権と福祉 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環日本海 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
科学と社会 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカデミック・デザイン ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネス思考 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
データサイエンスの世界 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
データサイエンスの実践 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教養としての都市デザイン学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SDGs 入門 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
薬都とやま学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平和学入門 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東アジア共同体論
－政治・経済・文化－ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山から考える震災・復興学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環境と安全管理 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
万葉学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本海学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富山大学学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
とやま地域学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
時事的問題 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
災害救援ボランティア論 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
感性をはぐくむ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本事情／芸術文化※１ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本事情／自然社会※１ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
学士力・人間力基礎 ２ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富山学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域ライフプラン ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
産業観光学 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富山のものづくり概論 ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富山の地域づくり ２ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎：必修科目，○：選択科目，△：自由科目，－：履修不可
※１．「日本事情／芸術文化」及び「日本事情／自然社会」は外国人留学生のみ履修可能とする。
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（ⅶ）外国語系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

ESP Ⅰ（Level-based） １ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ESP Ⅱ（Interest-based） １ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
基盤英語Ⅰ １ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
基盤英語Ⅱ １ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ドイツ語基礎Ⅰ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドイツ語基礎Ⅱ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドイツ語コミュニケーションⅠ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドイツ語コミュニケーションⅡ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フランス語基礎Ⅰ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フランス語基礎Ⅱ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フランス語コミュニケーションⅠ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フランス語コミュニケーションⅡ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語基礎Ⅰ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語基礎Ⅱ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語コミュニケーションⅠ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国語コミュニケーションⅡ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝鮮語基礎Ⅰ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝鮮語基礎Ⅱ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝鮮語コミュニケーションⅠ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝鮮語コミュニケーションⅡ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロシア語基礎Ⅰ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロシア語基礎Ⅱ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロシア語コミュニケーションⅠ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロシア語コミュニケーションⅡ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語リテラシーⅠ※１ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎※2 ○ ○
日本語リテラシーⅡ※１ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎※2 ○ ○
日本語コミュニケーションⅠ※１ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎※2 ○ ○
日本語コミュニケーションⅡ※１ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎※2 ○ ○
発展多言語演習ドイツ語※３ １ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発展多言語演習中国語※３ １ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本語コミュニケーションⅢ※１ １ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
日本語／専門研究※１ １ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

◎：必修科目，○：選択科目，△：自由科目，－：履修不可
※１．日本語科目は外国人留学生のみ履修可能とする。
※２．工学部に所属する外国人留学生は英語４単位必修に代わり，日本語４単位必修とする。
※３．発展多言語演習ドイツ語及び発展多言語演習中国語は，外国語系の選択科目には含めない。
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（ⅷ）保健体育系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

健康・スポーツ／講義 １ ◎ ◎ ◎ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康・スポーツ／実技 １ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

◎：必修科目，○：選択科目，△：自由科目，－：履修不可

（ⅸ）情報処理系

教養教育科目名

単

位

数

地
域
志
向
科
目

学部学科名 備

考

人

文

学

部

教

育

学

部

経

済

学

部

経
済
学
部
（
夜
）

理

学

部

医
学
部
医
学
科

医
学
部
看
護
学
科

薬

学

部

工

学

部

芸
術
文
化
学
部

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

情報処理 ２ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

応用情報処理 ２ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ － ○

◎：必修科目，○：選択科目，△：自由科目，－：履修不可



28

７　シラバス
　授業科目ごとに，担当教員名や授業計画，成績評価方法，使用する教科書，履修上の注意などを詳し
く紹介したものをシラバスと言います。シラバスは富山大学ウェブサイト「富山大学ウェブシラバス」
又はヘルン・システムから参照することができます。
　自分が履修しようとする教養教育科目のシラバスをよく読み，履修計画を立ててください。
　
◆　富山大学ウェブシラバス

　https://www.new-syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/　 　

８　ヘルン・システム（富山大学　学務情報システム）
　ヘルン・システムとは，富山大学の学生，教職員が利用できるウェブシステムです。
　ヘルン・システムでは，履修登録や成績照会を行うだけでなく，休講・補講情報，シラバス，就職関
連情報など教養教育に限らず，様々な情報を管理・発信しています。
　「ヘルン・システム利用の手引き」に各種作業マニュアルを掲載していますので，内容をよく読んで
利用してください。
  
 ◆　ヘルン・システム

　https://www.u-toyama.ac.jp/studentsupport/course/hearn-system/　

９　その他
（１）教員免許取得に必要な教養教育科目
　教員免許取得を希望する学生は，所属する学部を問わず，以下の教養教育科目の単位を修得する必
要があります。

　教員免許取得に必要な教養教育科目一覧
系 教養教育科目名

社会科学系 日本国憲法

外国語系

ESP Ⅰ，Ⅱ
ドイツ語コミュニケーションⅠ，Ⅱ
フランス語コミュニケーションⅠ，Ⅱ
中国語コミュニケーションⅠ，Ⅱ
朝鮮語コミュニケーションⅠ，Ⅱ
ロシア語コミュニケーションⅠ，Ⅱ
日本語コミュニケーションⅠ，Ⅱ（外国人留学生限定）

�
︱
︱
︱
︱
︱
︱
�から２単位
︱
︱
︱
︱
︱
︱
�

保健体育系 健康・スポーツ /実技
健康・スポーツ /講義

情報処理系 情報処理
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Ⅲ　履修登録
　所属する学部の卒業要件を把握した上で履修計画を作成し，履修計画に基づき履修登録を行います。

１　履修計画　
大学では，学生自身が履修する授業科目を選択し，履修計画を立てることになります。
必修科目等一部の科目を除き，自由に授業科目が選べる一方，自己責任・自己管理が一層重要とな
ります。

○　履修計画を立てるためのポイント
①　教養教育の卒業要件単位（P10 ～ 20 Ⅱ－５「各学部・学科における卒業要件単位一覧」を参照）は，
１年次で修得することが原則です。２年次以降は専門科目の授業が中心となります。その際，教養
教育科目の修得単位が不足していると履修科目数が増え，自身にとって大きな負担となります。
②　必修科目は必ず履修してください。
③　自身が所属する学部・学科の卒業要件単位を把握し，履修する選択科目を決めてください。
④　シラバスをよく読み，授業内容等を十分理解した上で，履修する選択科目を決めてください。
⑤　教員免許取得を希望する場合は，P28「Ⅱ－９（１）教員免許取得に必要な教養教育科目」を必
ず履修してください。
⑥　学部・学科によっては，教養教育科目の修得単位数を進級要件としています。
　　自身が所属する学部・学科の進級要件を確認し，教養教育科目の修得単位数が不足しないように
注意してください。

２　年次・学期ごとの履修上限単位数（ＣＡＰ制）
履修できる科目の合計単位数には，年次・学期ごとに上限を設けています。これは，履修できる授
業科目数を制限することで適切な学修時間を確保し，学修内容を深く身に付けることを目的としてい
ます。

３　履修登録の日程
令和５年度日程

前　学　期 後　学　期

３月 27 日（月）～ 教養教育オンラインオリエ
ンテーション ８月下旬 「後学期履修の手引き」の公開

４月５日（水）～６日（木） 教養教育科目履修登録

後日通知

教養教育科目履修登録
４月 10 日（月） 履修登録結果発表 履修登録結果発表
４月 11 日（火） 教養教育科目追加登録期間 教養教育科目追加登録期間
４月 13 日（木）～４月 28 日（金） 履修科目確認・取消期間 履修科目確認・取消期間
９月１日（金） 前学期成績開示 後学期成績開示

〇　前学期履修登録に当たっての留意事項
①　４月５日（水）～６日（木）に端末室に集合し，履修登録を行います。
②　履修登録期間内（４月５日（水）～６日（木））は，登録内容の変更が可能です。
③　履修希望者が集中した授業科目は，抽選となる場合があります。
④　履修登録結果は，４月 10 日（月）に，ヘルン・システム＞時間割の画面でお知らせします。
⑤　受入定員に余裕のある授業科目について，追加登録を行います。追加登録の対象となる科目は，
４月 10 日（月）に掲示又はヘルン・システムでお知らせします。
⑥　経済学部（夜間主）の学生で，昼間主の授業を履修したい場合は，追加登録期間にヘルン・シス
テムで履修登録を行ってください。

〇　後学期履修登録に当たっての留意事項
①　後学期の履修登録は，履修登録期間内に各自ヘルン・システムで行います。
②　前学期の成績を確認し，修得単位を把握した上で，履修登録を行ってください。
③　履修登録期間等の日程詳細は，後日，掲示等でお知らせします。
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経
済
夜
間
除
く

９
学
部
共
通

４　教養教育科目の履修登録（経済学部夜間主コースを除く９学部共通）
授業科目を履修するためには，学生自身が学務情報システム（以下，ヘルン・システムという。）
を利用して，学期ごとに定められた教養教育履修登録期間内に履修登録を行う必要があります。指定
された期間外に履修登録はできませんので，登録忘れや登録間違いがないよう注意してください。

（１）必修科目・クラス指定科目の履修登録
教養教育科目のクラス指定科目（英語科目，健康・スポーツ科目，情報処理，初修外国語科目），
必修科目，選択必修科目については，あらかじめ履修登録されています。新入生オリエンテーション
時に配付する「履修登録確認表」やヘルン・システムの履修登録画面で確認してください。
　

①　英語科目の履修登録
ESPⅠ，基盤英語Ⅰ・Ⅱはあらかじめ履修登録してあります。ESPⅡは７月上旬に履修科目の希望調
査を行い，クラスを決定します。詳細は別途，お知らせします。
また，英語科目の履修に当たって，自身の英語力が英語科目の習熟度レベルを超えている外国人留
学生等で英語圏出身者や日本の高校レベルの英語教育を受けていないなどの場合は，教養教育事前履
修登録期間中のなるべく早い時期に教養教育支援室に相談してください。

②　「健康・スポーツ」科目の履修登録
前学期開講の「健康・スポーツ /実技」については，クラス指定科目のため，必修科目ではない学
部・学科においてもあらかじめ履修登録してあります。必修科目ではない学部・学科の学生で「健康・
スポーツ /実技」の履修を希望しない学生は，授業開始までに必ず教養教育支援室にその旨を申し出
てください。
後学期開講の「健康・スポーツ /講義」については，必修科目とする学部においてクラス指定科目
としてあらかじめ履修登録してあります。必修とする学部以外の学生で，教員免許取得のため，「健康・
スポーツ /講義」の修得を必要とする学生は，選択科目履修登録において履修登録してください。
なお，医学部看護学科，工学部及び都市デザイン学部の学生は「健康・スポーツ /実技」は選択科
目のため，「健康・スポーツ /実技」及び「健康・スポーツ /講義」から１単位以上修得してください。

〇　「健康・スポーツ / 実技」の種目の選択について
指定された曜限に開講される種目から，履修する種目を１種目選択します。種目選択を行うため，
第１週目は五福キャンパス第１体育館に集合してください。第１週の授業に出席しなかった場合，
希望する種目を選択できないことがあります。
履修する種目が決定した後の履修登録は，教養教育支援室の事務担当が行います。ヘルン・シス
テムで改めて履修登録内容を確認してください。

〇　「特別体育」の履修登録について
様々な理由により，集団での運動・スポーツ活動が困難な学生を対象として，通常の学生が履修
する「健康・スポーツ /実技」とは別に，「特別体育」を開講します。「特別体育」は，原則として
個別指導としており，授業内容，開講時間等を授業担当教員と相談の上，履修の可否を決定します。
「特別体育」の履修を希望する学生は，第１週の授業時間中に授業担当教員に申し出るか，教養教
育支援室に申し出てください。

③　選択必修科目履修登録（医学部医学科及び薬学部のみ対象）
医学部医学科及び薬学部の学生は，「物理学Ⅰ」及び「物理学Ⅱ」の２科目について，Aまたは B
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のいずれかを１科目ずつ選択し，単位を修得する必要があります。前学期については「物理学Ⅰ－Ａ」
があらかじめ履修登録してあるので，Bへの変更を希望する場合は，変更手続きを行ってください。
科目の変更方法の詳細は授業中に指示します。

④　英語以外の外国語（初修外国語）履修登録
初修外国語は，入学手続の際の希望調査を基に，あらかじめ履修登録してあります。申告した言語
をやむを得ず変更したい場合は，４月４日（火）までに教養教育支援室に願い出てください。
なお，各言語の履修方法や各言語の特色については，以下のサイトを参照してください。

◆　初修外国語特設サイト

　https://www.isc.u-toyama.ac.jp/language/　 　

〇　留意事項
・前学期の開講科目を履修せず，後学期の「基礎Ⅱ」，「コミュニケーションⅡ」から履修するよう
な履修計画は避けてください。前学期・後学期で段階的に学んでいくことが基本です。
・既修得単位の認定や高校などで学修経験のある学生で，Ⅱからの受講を希望する場合は，授業担
当教員に早めに相談してください。
・高校などで学修経験のある言語については，選択できない場合があります。選択する場合には，
各言語の担当教員に確認してください。

〇　発展多言語演習の履修について
ドイツ語と中国語では，更なる応用力の育成を目指す「発展多言語演習」を開設しています。こ
れらの科目は，履修のために条件を設定しています。

　発展多言語演習科目一覧
科目名 履修条件

発展多言語演習ドイツ語
ドイツ語基礎Ⅰ，Ⅱ及び
ドイツ語コミュニケーションⅠ，Ⅱ
から計３単位以上修得していること

発展多言語演習中国語 中国語の初級程度の学修経験があること
（例えば，中国語基礎Ⅰなど）

なお，発展多言語演習は，通常の授業期間中には開講されない（夏季，冬季休業期間）場合があり
ます。履修を希望する学生は，開講時期を必ず確認してください。

（２）選択科目の履修登録
　各学部・学科における卒業要件単位に基づいて，定められた系の科目を卒業要件単位まで修得しな
ければなりません。

〇　留意事項
①　自身が所属する学部・学科の卒業要件単位を把握した上で，履修する選択科目を決めてくださ
い。
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②　授業科目名だけで判断せず，シラバスをよく読み，授業内容等を十分理解した上で，履修する
選択科目を決めてください。
③　同じ名称の教養教育科目は，授業内容，担当教員名が違っていても重複登録することはできま
せん。ただし，単位が欠落した場合は，同じ名称の科目を再度履修することができます。
④　履修登録では，各学部・学科の「履修を指定する系」，「選択できる科目数」（P33，34 参照）
を超えて，履修登録することはできません。
⑤　追加登録では，「履修を指定する系」，「選択できる科目数」にかかわらず，履修登録すること
が可能です。ただし，学部のCAP の上限までとなります。
⑥　地域志向科目を各学部で定められた単位数まで修得してください。
⑦　選択科目では，授業科目ごとに定員を定めています。教養教育履修登録期間終了後，定員を上
回る履修希望者がいる教養教育科目は，抽選を行い，履修者を決定します。抽選の結果，履修が
認められなかった場合は，教養教育履修科目確定・通知日に，履修登録状況照会画面において，
科目が削除されています。
⑧　選択科目の抽選の結果，受け入れ人数に余裕のある授業科目については，追加登録期間に先着
順で追加募集を行います。詳細は，「学務課共通教育棟Ａ棟１階掲示板」およびヘルン・システ
ムで通知します。追加登録期間外では履修登録はできませんので，掲示の確認を怠らないように
してください。
⑨　自由科目は，卒業要件単位となりません。
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令和５年度前学期 履修登録における各学部・学科の「履修を指定する系」，「選択できる科目数」
学部・学科 履修を指定する系 選択できる科目数

人文学部

人文科学系 １科目

社会科学系 １科目

自然科学系又は医療・健康科学系 １科目

総合科目系 １科目

教育学部

人文科学系 １科目

社会科学系 １科目

自然科学系 １科目

総合科目系 １科目

経済学部

人文科学系 １科目

自然科学系又は医療・健康科学系 ２科目

総合科目系 １科目

理学部

人文科学系 １科目

社会科学系 ２科目

総合科目系又は医療・健康科学系 ２科目

医学部医学科

人文科学系 ２科目

社会科学系 １科目

医療・健康科学系 １科目

総合科目系 １科目

医学部看護学科

人文科学系 ２科目

社会科学系 ２科目

自然科学系 １科目

医療・健康科学系 １科目

薬学部

人文科学系 ２科目

社会科学系 ２科目

医療・健康科学系 １科目

工学部

人文科学系 １科目

社会科学系 １科目

医療・健康科学系 １科目

総合科目系 １科目

その他（人文，社会，総合，医療・健康） ２科目

芸術文化学部

人文科学系 ２科目

社会科学系 １科目

自然科学系 １科目

総合科目系 ２科目

都市デザイン学部

人文科学系 １科目

社会科学系 ２科目

総合科目系 ２科目
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令和５年度後学期 履修登録における各学部・学科の「履修を指定する系」，「選択できる科目数」
学部・学科 履修を指定する系 選択できる科目数

人文学部

人文科学系 １科目
社会科学系 １科目

自然科学系又は医療・健康科学系 １科目
総合科目系 ２科目

教育学部

人文科学系 １科目
社会科学系 １科目
自然科学系 １科目
総合科目系 １科目

その他（人文，社会，自然，総合） １科目

経済学部

人文科学系 ２科目
自然科学系又は医療・健康科学系 １科目

総合科目系 １科目
その他（人文，社会，自然，医療・健康，総合） １科目

理学部
人文科学系 ２科目
社会科学系 ２科目

医療・健康科学系又は総合科目系 ３科目

医学部医学科

人文科学系又は社会科学系 ２科目
理系基盤 １科目

医療・健康科学系 １科目
総合科目系 １科目

その他（人文，社会，理系，医療・健康，総合，保健体育） １科目

医学部看護学科

人文科学系又は社会科学系 ２科目
自然科学系 １科目
理系基盤 １科目

医療・健康科学系 １科目
その他（人文，社会，自然，理系，医療・健康，総合，保健体育，情報処理） ３科目

薬学部

人文科学系 １科目
社会科学系 １科目
理系基盤 １科目

医療・健康科学系 １科目
その他（人文，社会，理系，医療・健康，総合，保健体育） ３科目

工学部

人文科学系 １科目
社会科学系 １科目

医療・健康科学系 １科目
総合科目系 １科目

その他（人文，社会，総合，医療・健康） ２科目

芸術文化学部

人文科学系 １科目
社会科学系 ２科目

自然科学系又は医療・健康科学系 ２科目
総合科目系 １科目

その他（人文，社会，自然，理系，医療・健康，総合，保健体育） ２科目

都市デザイン学部

人文科学系 ２科目
社会科学系 １科目
総合科目系 １科目

その他（人文，社会，自然，医療・健康，総合） ２科目
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（３）集中講義の履修登録
集中講義は主として休業期間中（夏季，冬季休業期間，土日）に開講します。集中講義の履修登録
方法及び開講時期については，授業実施期間中に「共通教育棟Ａ棟１階掲示板」及びヘルン・システ
ムで通知します。

（４）外国人留学生の履修登録
①　外国人留学生を対象とした教養教育科目について
教養教育科目では，外国人留学生のための教養教育科目として，以下の科目を開設しています。外
国人留学生以外の学生は履修することはできません。

外国人留学生を対象とした教養教育科目一覧
系 教養教育科目名

人文科学系 異文化理解

総合科目系 日本事情 /芸術文化，日本事情 /自然社会

外国語系 日本語リテラシーⅠ，Ⅱ，日本語コミュニケーションⅠ，Ⅱ，Ⅲ，日本語 /専門研究

②　外国語の履修登録
外国人留学生の外国語履修登録は，英語の他，初修外国語としてドイツ語，中国語，フランス語， 
ロシア語，朝鮮語，日本語から言語を選択します。ただし，母語を選択することはできません（大学
が母語を指定することがあります）。例えば，中国語圏出身者は，中国語を除く５言語から初修外国
語を選択することになります。また，日本語を母語とする学生は，たとえ外国人留学生であっても日
本語を選択することはできません。
なお，工学部に所属する外国人留学生は，日本語リテラシーⅠ，Ⅱ及び日本語コミュニケーション
Ⅰ，Ⅱを必修科目として指定しています。

５　履修登録の手順（経済学部夜間主コースを除く９学部共通）

（１）履修計画の作成
富山大学では，教養教育科目の卒業要件単位を 1年次で修得することを強く推奨しています。１年
間で卒業要件単位を充足するよう履修計画を立てましょう。

（ⅰ）クラス指定科目の確認
自分の受講するクラス指定科目（ESP Ⅰ，基盤英語Ⅰ，健康・スポーツ /実技，情報処理，初
修外国語），必修科目，選択必修科目の曜日・時限を確認します。

（ⅱ）選択科目の検討
（ⅰ）で確認したクラス指定科目，必修科目，選択必修科目を受講する曜日・時限以外の空いて
いる曜限で，選択科目を履修できます。巻末の「教養教育授業時間割表」から履修したい科目を選
び，「教養教育科目履修計画表」に記入します。

（２）履修登録
（ⅰ）履修登録

ヘルン・システム＞履修・出欠・レポート＞履修登録＞履修登録・登録状況照会から，履修を希
望する授業科目を登録します。
①　（１）で作成した履修計画に基づき，選択科目を登録します。
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②　ここで登録できるのは，各学部・学科における履修を指定する系，選択できる科目数（P33，
34）の範囲内です。
③　「履修を指定する系，選択できる科目数」を超える科目や指定外の系の科目については，（ⅱ）追
加登録で履修登録を行います。
④　教室定員の関係から，希望者が多い科目は抽選を行います。必ず抽選結果をヘルン・システムで
確認してください。落選した場合は，（ⅱ）追加登録で別の科目を登録することができます。

（ⅱ）追加登録
ヘルン・システム＞履修・出欠・レポート＞履修登録＞履修登録・登録状況照会から，履修を希
望する授業科目を登録します。
①　追加登録では「履修を指定する系，選択できる科目数」を超えて登録を行うことが可能です。
②　履修の受付は先着順です。抽選は発生しません。

〇　ヘルン・システム利用に当たっての留意事項
①　ヘルン・システムを利用する際は「情報基盤センター承認書」記載のＩＤ，パスワードが必要
です。
②　ヘルン・システムは，通常，学内限定で利用可能です。学外からヘルン・システムを利用した
い場合は，別途ＶＰＮ接続が必要となります。ＶＰＮ接続の方法は，富山大学情報基盤センター
のホームページにマニュアルが掲載されていますので，必要に応じて各自で設定を行ってくださ
い。なお，設定マニュアルは学内ネットワークからしか参照できません。また，ＶＰＮ接続は，
同時接続可能数に上限があり，混雑時は接続が不安定な場合がありますので注意してください。

（３）履修登録の確認・取消
（ⅰ）履修登録科目の確認

履修登録の状況は，ヘルン・システム内の「履修登録・登録状況照会」もしくは「時間割」画面
から確認できます。
抽選結果の確認を怠らないよう気を付けてください。

（ⅱ）履修科目の取消
履修登録・追加登録の期間終了後は，履修取消のみ行えることとし，原則として別の教養教育科
目への修正登録は認めません。ただし，特別な事情がある場合にのみ，履修科目の修正登録を認め
ることがあります。履修登録科目の修正を希望する学生は，必ず教養教育履修科目履修取消期間中
に教養教育支援室まで申し出てください。

（４） ヘルン・システムの操作方法
　具体的な操作方法は巻末「ヘルン・システム利用の手引き」を参照してください。

〇　選択科目履修登録におけるエラー
選択科目履修登録時に，登録内容にエラーがある場合はエラーメッセージが表示されます。エラー
メッセージのとおり対応しても登録ができない場合は，教養教育支援室まで連絡してください。

　履修登録エラーメッセージ例と対応方法
履修登録エラーメッセージの例 対応方法

学期に履修可能な単位数を超えてい
ます。

学部で定めたＣＡＰ上限に抵触しています。自分が所属す
る学部・学科の履修の手引きを確認してください。

修得済の単位/授業科目数が排他単位
/授業科目数の制限を超えています。

履修できない科目の登録もしくは履修登録可能な科目数を
超える登録です。履修可能な科目，科目数の中で履修登録
してください。

カリキュラム制限科目です。 履修できない科目です。履修可能な科目を登録してください。
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６　教養教育科目の履修登録について（経済学部夜間主コース）
授業科目を履修するためには，学生自身がヘルン・システムを利用して，学期ごとに定められた履修
登録期間内に履修登録を行う必要があります。履修登録期間外に履修登録はできません。
履修登録期間内であれば，何度でも登録変更は可能ですが，履修登録を怠ったり，間違った科目を履
修登録すると，講義を受けても単位修得は認められませんので，登録忘れや登録間違いがないよう注意
してください。ヘルン・システムを利用した履修登録方法は，「ヘルン・システム利用の手引き」に掲
載していますので，参照してください。

（１）必修科目の履修登録
教養教育科目のうち，「ESP Ⅰ，Ⅱ」，「基盤英語Ⅰ，Ⅱ」「健康・スポーツ /実技」及び「情報処理」
は必修科目となりますので，必ず履修登録を行ってください。

（２）昼間主コース教養教育授業科目の履修について
夜間主コースの学生は，昼間主コースの教養教育授業科目を履修することができ，修得した単位は
卒業要件単位として認められます。昼間主コースの教養教育授業科目の履修を希望する学生は，追加
登録期間にヘルン・システムで履修登録を行ってください。
また，昼間主コースで開講している初修外国語（ドイツ語，中国語，フランス語，ロシア語及び朝
鮮語）の履修を希望する場合は，追加登録期間に教養教育支援室に申し出てください。

〇　選択科目登録における留意事項
①　同じ名称の教養教育科目は，担当教員名が違っていても重複登録することはできません。
②　昼間主コースの教養教育科目は，昼間主コースの学生の履修を優先します。夜間主コースの学
生が履修を希望する場合，履修者数に余裕がある科目のみ履修を認めます。

〇　選択科目履修登録におけるエラー
選択科目履修登録時に，登録内容にエラーがある場合はエラーメッセージが表示されます。詳細
は P36「履修登録エラーメッセージ例と対応方法」を参照してください。

（３）集中講義の履修登録
集中講義は主として休業期間中（夏季，冬季休業期間，土日）に開講します。集中講義の履修登録
方法及び開講時期については，授業実施期間中に経済学部及び共通教育棟Ａ棟１階掲示板，ヘルン・
システムで通知します。ただし，昼間主コースの集中講義については，他の昼間主コース教養教育科
目と同様，昼間主コースの学生の履修を優先します。
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Ⅳ　履修上の注意
１　教室
　教養教育科目の授業は，主に五福キャンパス共通教育棟（以下，「共通教育棟」という）で行いますが，
一部の教養教育科目や情報処理，健康・スポーツ /実技等は，各学部や総合情報基盤センター，体育館
等で行います。また，経済学部（夜間主）においては，主に経済学部棟で行います。
　また，授業時間割表には各授業の実施教室を掲載していますが，教室を変更することがあります。授
業開始前に最新の時間割を確認してください。

２　出欠管理システム
　共通教育棟の教室には出欠管理システムを導入しています。履修者は，授業開始前に教室設置型カー
ドリーダーに学生証を読み取らせ，出席処理を行ってください。学生証の紛失等により出席処理を行う
ことができない場合は，授業開始前に教養教育支援室窓口で「出欠調査票」を受け取り，必要事項をす
べて記入した上で，科目担当教員から備考欄にサイン又は押印をもらい，教養教育支援室に提出してく
ださい。
　なお，授業担当教員によっては，出欠管理システムによらず，名簿による読上げやレポート等の提出
によって出欠を確認することがあります。出欠管理システムを利用しない授業においては，出欠調査票
の提出は不要です。
　また，他人の学生証を利用して出席処理を行う等の行為により，あたかもその学生が出席したかのよ
うに装うことは，不正行為とみなし，懲戒処分の対象になりますので注意してください。他人に頼まれ
ても絶対に断ってください。

３　欠席等の取扱い
（１）公欠の取扱いについて
　次に該当する事由で授業に出席することができない場合，公欠届及び必要書類を提出することによ
り公欠となり，単位認定要件に係る欠席扱いとしないことができます。公欠となった当該授業につい
ては，レポート作成その他の方策により適切な学修支援を行い，学生が履修上不利とならないように
配慮されます。
〇　公欠事由
①　親族が死亡した場合
②　学校保健安全法施行規則第18条に規定する感染症に罹患した場合又は感染のおそれがある場合
③　裁判員制度による裁判員（補充裁判員を含む。以下同じ。）又は裁判員候補者に選任された場合
④　検察審査会の審査員又は補充員に選任された場合

〇　手続
公欠届と必要書類が整い次第（感染症の場合は，医療機関から治癒証明書等が発行された後），速
やかに所属学部の教務担当窓口（医学部，薬学部，芸術文化学部１年次は教養教育支援室窓口）へ
提出してください。
＊　新型コロナウイルス感染症罹患による欠席や新型コロナウイルス感染症のワクチン接種のため
の欠席も公欠として取り扱います。該当する場合は，所属学部の教務担当窓口へあらかじめ連絡
のうえ，必要な手続きを確認してください。

（２）欠席の取扱いについて
　公欠には該当しないが，教育実習やインターンシップ，病気，課外活動での大会出場等やむを得な
い事由で授業を欠席する場合は，欠席届に関連書類を添付し，所属学部の教務担当窓口（医学部，薬
学部，芸術文化学部１年次は教養教育支援室窓口）へ提出してください。なお，欠席した授業及び成
績評価における取扱は授業担当教員の判断に依ります。
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（３）シャトルバス及び公共交通機関の遅延等に係る取扱いについて
　本学が運行するシャトルバスに遅延が生じたことにより授業に遅刻又は欠席する場合は，教養教育
支援室窓口又はシャトルバス運転手より「シャトルバス遅延証明書」の発行を受け，授業担当教員へ
提出してください。
　公共交通機関を利用する学生については，各公共交通機関で発行される遅延証明書を受け取り，授
業担当教員へ提出してください。
　遅延への配慮については，授業担当教員が判断します。

４　授業に関する諸連絡（休講・補講・試験等）
　休講・補講・試験等の通知は各学部及び共通教育棟Ａ棟１階の掲示板，ヘルン・システムにて行いま
す。メールや電話等による学生への個別連絡は行いません。
　掲示板には，休講等の通知だけでなく，授業に関する様々な通知，ＴＯＥＩＣ等の試験案内，海外留
学説明会開催案内等も掲示されます。各学部及び共通教育棟Ａ棟１階掲示板，ヘルン・システムは毎日
確認してください。これらを確認しないことによる不利益は，一切保証しません。

５　レポートの提出
（１）レポート課題について

教養教育の授業では，授業期間中又は期末試験としてレポートを課すことがあります。レポート作
成に当たっては，授業担当教員の指示する課題内容を十分理解し，作成してください。
他人が書いた文章を無断で引用したり，自分の意見であるかのように書くことを「剽窃行為」とい
います。他の学生が作成したレポートを丸写しする行為も同様です。こうした行為により作成された
レポートが提出された場合，不正行為とみなし，懲戒処分の対象になりますので，絶対に行わないで
ください。これには，情報処理科目等で提出しなければならないデータの課題等も該当します。

（２）レポート提出について
　教養教育の授業に関するレポートの提出方法（例：Moodle，レポートボックス，メール，授業中
に提出等）は，授業担当教員の指示に従ってください。教養教育科目のレポートボックスに提出を指
示された場合，提出先は共通教育棟Ａ棟１階Ｃ１１教室前（経済学部（夜間主）においては経済学部
棟２階教務事務室）に設置しているレポートボックスを指します。
　複数の教員により授業が行われる場合，教員ごとにレポートボックスが設置されることがあります。
また，学期末には多くの授業でレポートが課されるため，同時期にレポートボックスを多数設置しま
す。レポートボックスには，それぞれの授業科目名，授業担当教員名，開講曜日・時限，提出期限を
表示していますので，レポートボックスを間違えないよう注意してください。
　なお，提出期限を過ぎたレポートは評価対象にならないことがあります。また，誤ったレポートボッ
クスに提出された場合も同様です。レポートボックスを間違って提出した場合は，速やかに教養教育
支援室（経済学部（夜間主）においては経済学部教務事務室）に申し出てください。

６　「健康・スポーツ / 実技」履修上の注意

（１）服装について
　「健康・スポーツ /実技」における服装は，運動に適したものを着用してください。また，体育館
で実施する種目では内履き専用の運動靴が，テニスではテニスシューズが必要となります。

（２）「学生教育研究災害傷害保険」の加入について
　本学では，正課中（授業中）に，身体に被ったケガに対して補償対象となる「学生教育研究災害傷



40

害保険」に全員加入しています。万が一，正課中（授業中）にケガを負った場合は，速やかに授業担
当教員に報告し，必要に応じて医療機関等で診療行為を受けてください。
　補償対象となる「正課中のケガ」とは，授業担当教員の指示に基づき授業を受けている間（準備も
しくは後始末を行っている間も含む）に生じた「急激」かつ「偶然」な「外来」の事故により，身体
に被ったケガに対して通院・入院日数に応じた保険金が支払われます。
　
〇　「急激」かつ「偶然」な「外来」の事故とは
「急激」とは，事故が突発的に発生し，被保険者にとって予測・回避できないことを意味します。「偶
然」とは，事故の原因または結果の発生が，被保険者にとって予知できないこと，被保険者の意思
に基づかないことを意味します。「外来」とは，事故の原因が，被保険者の身体に内在するもので
はなく，外部からの作用によることをいいます。
ただし，どんな場合でも補償対象となるものではありません。必ず，学生会館１階学生支援課の
学生保険担当窓口に相談・報告してください。
　　

（３）定期健康診断の受診について
　「健康・スポーツ /実技」を履修する学生は全員，本学が実施する定期健康診断を受診しなければ
なりません。定期健康診断を受診していない学生は，「健康・スポーツ /実技」の履修を認めません。
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Ⅴ　単位認定
１　試験
　成績評価は，シラバスに記載された成績評価方法に基づき行います。成績評価方法には，学期末に実
施する試験や授業期間中に実施する小テスト，課題レポートなど，科目により様々な方法があります。
　試験実施等については，各学部及び共通教育棟Ａ棟１階掲示板，ヘルン・システムにて通知するほか，
授業担当教員によっては授業中に試験実施等の通知を行うことがあります。また，試験実施日や試験実
施教室は，通常授業，教室から変更することがありますので注意してください。

○　受験時の注意事項
①　試験は履修登録が認められた科目のみ受けることができる。
②　受験の際は，必ず学生証を机上に提示すること。学生証を紛失している場合は，試験日までに再
発行の手続きを取ること。試験日までに学生証の再発行が間に合わない場合は，授業担当教員に事
前に相談し，指示に従うこと。
③　授業担当教員より座席が指定されている場合は，指定された座席において受験すること。
④　携帯電話やスマートフォン等，音の出る機器は必ず電源を切り，カバン等に入れること。携帯電
話等を時計代わりに使用することはできない。
⑤　受験中，机上に置くことができるのは，学生証，筆記用具及び特に指定されたものに限る。それ
以外のものについてはカバン等に入れて足元に置き，机の棚入れは何も入っていない状態にするこ
と。
⑥　解答用紙には学籍番号，氏名等必要事項を必ず記載すること。
⑦　受験中は，不正行為はもちろんのこと，不正を疑われるような行為・態度は慎み，厳正な態度で
臨むこと。
⑧　その他，試験中は授業担当教員の指示に従うこと。

２　不正行為
　試験等における不正行為は，学生としてあるまじき行為であり，絶対に許されるものではありません。
本学では，不正行為に対して厳正に対処し，不正行為が認定された場合は，３５日間を標準とする停学
に加え，当該科目のみならず，当該試験期間中に受験した全ての試験科目を無効とし，卒業が半年以上
延期となります。

○　試験実施について不正行為とみなされる行為例
①　教科書，参考書，辞書等の書籍類の内容を見る行為（使用を許可された場合を除く。）
②　試験に関する内容のメモやコピー，机上や手掌等への書き込み，又はこれらに類するものを使用
又は所持する行為
③　携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末，電子辞書，IC レコーダー等の電子機器類を試
験監督者の指示する場所に置かず，使用する又は所持する行為（使用を許可された場合を除く。）
④　他人と情報等のやり取りをする行為
⑤　他人の答案を見る，又は他人に答案を見せる行為
⑥　他人の代わりに受験する，又は他人を自分の代わりに受験させる行為
⑦　試験等の公正な実施を妨げる恐れのある行為
⑧　試験監督者等の注意，指示等に従わない行為

○　レポート課題において不正行為とみなされる行為例
①　他人が書いた文章やインターネット上に公開している文章を無断で引用したり，自分の意見であ



42

るかのように書くこと（剽窃行為）。
②　他人のレポートを代筆すること。
③　自身のレポートを他の学生に見せること。
　これらはあくまで一例です。これらの行為以外でも，行為によっては不正行為と見なされることが
ありますので，不正を疑われるような行為は決して行わないでください。

３　追試験
　教養教育科目については，真にやむを得ない欠席理由によって試験が受けられなかった場合，追試験
許可願及び欠席理由を証明する書類を提出することにより，１授業科目につき１回に限り追試験を許可
することがあります。
　追試験を願い出る場合は，当該科目の試験実施日以前又は試験実施の翌日から原則として５日以内
（土，日及び祝日を除く。）に「追試験許可願」及び欠席理由を証明する書類等を教養教育支援室に提出
してください。

欠席理由及び欠席理由を証明する書類等
欠席理由 欠席理由を証明する書類等

本人の傷病 医師の診断書
親族（三親等以内）の死亡 会葬礼状又は死亡診断書
就職活動
（ただし，採用面接（試験）の受験，採用面接（試
験）の受験資格となる説明会への出席に限る。）

企業，官公庁等が発行する証明書又は通知文（就
職活動の採用面接（試験）又は採用面接（試験）
の受験資格となる説明会の場所，日時及び内容が
明記されていること。）

交通機関の遅延 交通機関の遅延証明書
災害（台風，水害，火災，地震等） 罹災証明書等災害の状況が把握できる書類
実習
（ただし，教育実習，介護等体験，臨床実習，
臨地実習，臨床実務実習，博物館実習及びイン
ターンシップに限る。）

実習期間が明記されている協定書等の書類

課外活動等における地区大会等を経た全国大会レ
ベル以上の大会出場（ただし，選手または団員と
して，競技や実演に出場する場合に限る。）

次に掲げる書類
（１）招聘機関等発行の証明書又は派遣依頼書
（２）当該大会等の内容が分かる書類

裁判員制度に基づく要請 裁判所からの要請等を証明する書類
交通事故 警察が発行した事故証明
その他公的機関からの要請 公的機関からの要請等を証明する書類等

４　成績評価の確認
（１）成績評価の確認
　成績開示日以降，ヘルン・システム内の「履修成績照会」画面より成績評価を確認することができ
ます。学生に対して個別に成績通知は行いませんので，必ず自身で確認し，成績評価及び単位修得状
況を確認してください。

（２）成績評価に対する異議申立て
　成績発表後，自身の成績評価について，以下に該当する場合は，教養教育院長に対し，異議を申し
立てることができます。ただし，成績評価の理由や根拠に関する申し立ては認めません。
（ⅰ）成績評価の誤記入等，明らかに授業科目担当教員の誤りであると思われるもの。
（ⅱ）シラバス等により学生に周知している達成目標及び成績評価の方法に照らして，明らかに誤り
があると思われるもの。
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　成績評価異議申立ての方法及び受付期間については，各学期に各学部及び共通教育棟Ａ棟１階掲示
板，ヘルン・システムで通知します。

５　不可となった科目の取扱い
（１）再履修
　成績評価が「不可」となった教養教育科目は，次学期以降に再履修することができます。再履修の
履修登録方法は，他の教養教育科目と同様，教養科目履修登録期間中にヘルン・システムで行います。
　ただし，外国語科目等の一部科目については，再履修方法が指定されています。

再履修方法が指定されている教養教育科目
経済夜間主コースを除く９学部共通

教養教育科目名 再履修方法

ESP Ⅰ，Ⅱ，基盤英語Ⅰ，Ⅱ
初修外国語
健康・スポーツ /実技
情報処理

再履修方法の詳細は，学期開始前の案内に従うこと。

経済学部夜間主コース

教養教育科目名 再履修方法

健康・スポーツ /実技

昼間主コース　後学期　健康・スポーツ /実技（再履修クラス）
又は
次年度の前学期　健康・スポーツ /実技
を履修すること。

情報処理

昼間主コース　後学期　情報処理（再履修クラス）
又は
次年度の前学期　情報処理
を履修すること。

　その他の教養教育科目について再履修方法に指定がある場合は，各学部及び共通教育棟Ａ棟１階掲
示板，ヘルン・システムにて別途通知します。

（２）再試験
　所属学部が必修としている教養教育科目（ただし，講義科目に限る）について，成績評価が「不可」
とされ，再履修ができない特段の事情があると認められた場合に限り，再試験を行うことがあります。
再試験を願い出る場合は，「再試験許可願」に再試験が必要となる理由書を添付して，所属する学部
の教務担当窓口に提出してください。
　提出された「再試験許可願」等により再試験の実施の可否について決定します。再試験の実施が認
められた場合，所属する学部を通じて通知します。また，その場合の再試験実施日は，原則として次
学期又は次年度の試験期日となります。
　なお，再試験による成績評価は，「可」又は「不可」のみとします。

６　既修得単位等の認定
（１）入学前の既修得単位の認定
　学生が本学に入学する前に，他の大学等において単位を修得した教養教育に関する科目について，
教養教育科目の履修により単位を修得したものと見なし，所属学部により単位を認定することがあり
ます。他の大学等における既修得単位の認定を希望する学生は，入学時に行う学部オリエンテーショ
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ンの際，所属する学部の教務担当窓口に申し出てください。
　なお，単位認定に当たり，授業科目のシラバス，教科書等の提出を求めることがあります。

（２）大学以外の教育施設等における学修の認定
　一部の教養教育科目については，富山大学教養教育履修規則第 16 条に基づき大学以外の教育施設
等における学修を本学の教養教育科目の履修とみなし，単位を修得することができます。学修の認定
を希望する学生は，所属する学部の教務担当窓口に申し出てください。
　対象となる教養教育科目及び単位数は以下のとおりです。
　なお，同一の認定基準における単位認定は，一度限りとします。また，既に単位を認定された者が
さらに上位の認定基準により単位認定を受ける場合，上位の認定基準の単位数から既に認定された単
位数を差し引いた単位数を認定します。

（ｉ）英　語

英検
TOEIC（L&R）
（990）

TOEFL
IELTS（9.0）

ケンブリ
ッジ英検
（230）

認定
単位数iBT（120） ITP（677）

CEFR-B1-B2 650-725 61-71 525-549 5.5 140-159 1 単位
CEFR B2 準 1 級 730-855 72-94 550-635 6.0-6.5 160-179 2 単位
CEFR C1-C2 1 級 860-990 95-120 636-677 7.0-9.0 180-230 4 単位

（注）TOEIC は，TOEIC IP を含む。
　　 対応する教養教育科目は，ESP Ⅰ，Ⅱ，基盤英語Ⅰ，Ⅱとする。

（ⅱ）ドイツ語
ドイツ語技能検定試験 対応する教養教育科目及び与える単位数

４級 ドイツ語基礎Ⅰ及び
ドイツ語コミュニケーションⅠ　　　　２単位

３級以上 ドイツ語基礎Ⅰ，Ⅱ及び
ドイツ語コミュニケーションⅠ，Ⅱ　　４単位

（ⅲ）フランス語
実用フランス語

技能検定試験（仏検） DELF・DALF 対応する教養教育科目及び与える単位数

５級 フランス語基礎Ⅰ又は
フランス語コミュニケーションⅠ　　　　１単位

４級 A1 フランス語基礎Ⅰ及び
フランス語コミュニケーションⅠ　　　　２単位

３級以上 A2以上 フランス語基礎Ⅰ，Ⅱ及び
フランス語コミュニケーションⅠ，Ⅱ　　４単位

（ⅳ）ロシア語
ロシア語能力
検定試験 対応する教養教育科目及び与える単位数

４級 ロシア語基礎Ⅰ
ロシア語コミュニケーションⅠ　　　　　　　　　　　　　２単位

３級以上 ロシア語基礎Ⅰ，Ⅱ及び
ロシア語コミュニケーションⅠ，Ⅱ　　　　　　　　　　　４単位
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（ⅴ）朝鮮語
「ハングル」能力

検定試験
韓国語能力
試験 対応する教養教育科目及び与える単位数

４級 ３級 朝鮮語基礎Ⅰ及び
朝鮮語コミュニケーションⅠ　　　　　　２単位

３級以上 ４級以上 朝鮮語基礎Ⅰ，Ⅱ及び
朝鮮語コミュニケーションⅠ，Ⅱ　　　　４単位

（ⅵ）放送大学
放送大学との単位互換協定により，放送大学で修得した単位を本学の指定する単位に認定するこ
とができます。詳しくは，掲示板およびヘルン・システムでお知らせします。

（ⅶ）英語研修プログラム
本学の国際機構が実施する英語研修プログラムを修了することで，本学の指定する単位に認定す
ることができます。詳しくは，所属する学部の教務担当窓口で確認してください。

　上記に記載がない場合でも，学修の認定を行う機関等が決定した場合，別に学内掲示板およびヘル
ン・システムでお知らせします。
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Ⅵ　学部横断型教育プログラム
本学では，文理横断的な学修を促進するため，４つの学部横断型教育プログラムを設けています。修了
要件を満たした場合には修了証が授与されます。興味あるプログラムを積極的に履修してみましょう。

１．地域課題解決型人材育成プログラム
「地域課題解決型人材育成プログラム」は，地域への意識を高め，創造的な課題解決能力を持つ人材
を育成するための教育プログラムです。

　「地域課題解決型人材育成プログラム」概要
対象者 修了要件 修了したら

全学部生 対象授業科目を４科目以上
かつ８単位以上修得

「地域課題解決型人材育成プログラム修
了証書」授与
（「未来の地域リーダー」の称号を付与）

２．数理・データサイエンス・AI 教育プログラム
「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」は、数理・デー
タサイエンスに関する基礎力を培い、自らの専門分野に応用できる
力を修得するための教育プログラムです。
また，本プログラムは，文部科学省「数理・データサイエンス・
ＡＩ教育プログラム認定制度」において認定されています。

　「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」概要
対象者 科目種類 修了要件 修了したら

全学部生
・数理科目
・統計科目
・情報科目
・DS実践演習科目

＜レベル１＞
４科目８単位以上修得
　教養教育科目・専門教育科目問わず

「数理・データサ
イエンス・AI 教
育プログラム修了
証」授与

全学部生

＜レベル２＞
８科目 16 単位以上修得
教養教育科目…２科目４単位以上
専門教育科目（データサイエンス実践演習
科目を除く。）…３科目６単位以上

工学部生

＜レベル３＞（工学部）
８科目 14 単位以上修得
専門教育科目（工学部）
必修…７科目 13 単位以上
選択…１科目１単位以上

都市デザイ
ン学部生

＜レベル３＞（都市デザイン学部）
９科目 15 単位以上修得
専門教育科目（都市デザイン学部）
必修…６科目９単位以上
選択…３科目６単位以上

全学部生
全大学院生

＜実践活用レベル＞
（学部生）
レベル２の修了要件
　　　　＋
DS実践演習科目…３科目６単位以上修得

（大学院生）
DS実践演習科目…４科目８単位以上修得

［ レベル１ ･ ２ ］

リテラシーレベル
認定の有効期限：
令和 8 年 3 月 31 日

［ レベル３（工学部）］

応用基礎レベル
認定の有効期限：
令和 9 年 3 月 31 日
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３．SDGs 教育プログラム
「SDGs 教育プログラム」は，文系・理系の枠を超え，SDGs について幅広く学び，世界が直面して
いる様々な課題への理解を深めるための教育プログラムです。

　「SDGs 教育プログラム」概要
対象者 修了要件 修了したら

全学部生

＜エントリーレベル＞
６目標以上かつ 12 単位以上修得

「SDGs 教育プログラム修了証」授与＜スタンダードレベル＞
９目標以上かつ 18 単位以上修得
＜アドバンスレベル＞
12 目標以上かつ 24 単位以上修得

４．ENGINE 教育プログラム
「ENGINE 教育プログラム」は，地域において新たな観光・生活産業を創出し，地域の持続的な発展
に貢献できる人材を養成するための教育プログラムです。

　「ENGINE 教育プログラム」概要
対象者 科目種類 修了要件 修了したら

全学部生
・リテラシー強化科目
・キャリア形成科目
・実践力強化科目

５科目 10 単位以上修得
（内訳）
リテラシー強化科目
　…３科目６単位以上修得
キャリア形成科目
　…１科目２単位以上修得
実践力強化科目
　…１科目２単位以上修得

※上記の単位修得のほか，キャリア形成
イベントへの参加を修了要件に加える
可能性があります。詳細は決定次第，
本学ウェブサイトに掲載します。

「ENGINE 教育プログ
ラム修了証」授与

＊各プログラムの詳細（対象科目や修了要件等）については，本学ウェブサ
イトから確認してください。

富山大学ウェブサイト＞教育・学生支援＞授業関係＞学部横断型教育プログラム
https://www.u-toyama.ac.jp/studentsupport/course/wide-program/
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Ⅶ　教養教育に関するＱ＆Ａ

　履修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ１　履修登録をするときに担当教員が異なる同じ科目を登録することはできますか。
Ａ１　同一名称科目は担当教員が異なる場合でも履修登録をすることはできません。また，一度修得し
た科目についても，履修登録をすることはできません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ２　ヘルン・システムから履修登録をしようとしましたが，エラーの表示が出て科目の登録ができま
せん。

Ａ２　エラーにより科目の登録ができない場合は，エラーメッセージの指示に従い，登録内容を見直し
てください。それでも解決しない場合は，速やかに教養教育支援室に申し出てください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ３　選択科目を履修しましたが単位を修得できませんでした。次学期や次年度に同じ科目を履修する
ことはできますか。

Ａ３　単位を修得していない場合は同じ科目を再度履修することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ４　履修登録で，「履修を指定する系」にない科目を履修したいです。
Ａ４　「履修を指定する系」にない系の科目を履修したい場合は，追加登録期間中にヘルン・システム
より履修登録をすることができます。ただし，追加登録は先着順となります。定員に達し次第，募
集を締め切りますので，注意してください。追加登録の対象となる科目は，ヘルン・システム及び
掲示により周知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ５　英語，情報処理，健康・スポーツ /実技のクラス指定科目の単位を落としてしまいました。再履
修の手続きはどうしたらよいですか。

Ａ５　英語，情報処理，健康・スポーツ /実技の再履修の登録はヘルン・システム上で行うことができ
ません。1 年次後学期の履修登録，次年度前学期の履修登録についてガイダンスを行います。ガイ
ダンスで再履修の方法について説明するので必ず出席してください。

　　　また，掲示板やヘルン・システムでも通知しますので掲示に注意してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ６　「各学部・学科における卒業要件単位一覧」（P10 ～ 20 参照）にある単位数は，前学期に全て修
得しなければならないのですか。

Ａ６　半期ではなく，１年間で修得するべき単位数です。教養教育科目での履修は，１年次で終了する
ことが原則です。２年次以降は，専門科目の履修が中心となりますので，１年間で教養教育科目の
単位が修得できるように履修計画を立ててください。
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Ｑ７　地域志向科目は，全ての系から１科目ずつ修得しなければならないのですか。
Ａ７　全ての系から１科目ずつ地域志向科目を修得する必要はありません。いずれかの系から１科目２
単位（都市デザイン学部は２科目４単位，看護学科は対象外）以上修得してください。どの科目が
地域志向科目に該当するかは，P21 ～ 27「教養教育開設授業科目一覧」で確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ８　「自由科目」「自由選択科目」「自由単位」とはなんですか？
Ａ８　（１）自由科目

単位は修得できるが，卒業要件単位には算入しない科目を指します。「自由科目」として履
修可能な教養教育科目は学部，学科ごとに定められています。
詳しくは，「教養教育開設授業科目一覧」（P21 ～ 27 参照）をご覧ください。

　（２）自由選択科目
選択科目として学部の定める単位数を超えて修得した単位を，卒業要件単位として算入で
きる科目を指します。ただし，算入できる単位数は各学部により異なっているため，所属学
部に確認してください。

　（３）自由単位
自由科目を履修して修得できた単位を指します。また，卒業要件単位として算入する単位
の上限を超えて修得した単位を含みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ９　集中講義の履修登録はいつできますか。
Ａ９　教養教育科目の集中講義の履修登録は，通常の履修登録期間と別の日程で行われます。登録期間
の前に，ヘルン・システム掲示板等により登録期間・方法等について通知しますので，掲示の確認
を怠らないでください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ10　英検準１級の資格を持っているので英語科目の単位認定を申請したいです。
Ａ10　英検やTOEIC 等大学以外の教育施設等における学修の認定は，学部により申請期間が定められ
ています。申請を希望する学生は，所属する学部の教務担当窓口に申し出てください｡ 初修外国語
についても，単位認定が可能な科目があります。詳しくは，P44，45 を参照してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ11　英語科目の単位認定はTOEIC IP テストのスコアでもよいのですか。
Ａ11　TOEIC IP テストでも単位を認定することができます。認定の基準はTOEIC 公開テストと同じ

です。
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　初修外国語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ12　履修する言語を途中で変えることができますか。
Ａ12　人文学部を除いて可能です。言語の変更や複数の言語を希望する場合，教養教育支援室に相談
してください。なお，人文学部では言語の変更はできないため，１つの言語で４単位を修得してく
ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ13　学部の卒業要件単位上は２単位のみの修得でよいため，前学期に２単位モデルの履修登録をし
ていましたが，初修外国語をより深く学びたいので，引き続き後学期も履修したいです。追加で履
修登録をすることはできますか。

Ａ13　追加の履修は可能です。詳しくは，８月下旬頃に公開予定の「後学期履修の手引き」で説明します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ14　レポートを間違えたボックスに入れました。どうしたらよいですか。
Ａ14　速やかに教養教育支援室（経済学部（夜間主）においては経済学部教務事務室）まで申し出て
ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ15　講義内容について質問があり，担当教員と連絡を取りたいです。
Ａ15　ヘルン・システムから学内向けシラバスを確認してください。担当教員のメールアドレス等，連
絡先が記載されていることがあります。Web シラバス・とみだい iNfo からでは学内向けのシラバ
スを確認できないため，注意してください。連絡先が記載されていない場合は，オフィスアワーを
確認し，担当教員の研究室を訪ねてください。

　　　担当教員が非常勤の場合も，シラバスに連絡先やオフィスアワーが記載されていることがありま
すので，一度シラバスを確認してください。シラバスに連絡先の記載がなく，至急の場合は，教養
教育支援室まで来てください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ16　学生証を忘れてしまい，カードリーダーにタッチすることができませんでした。
Ａ16　教養教育科目では，カードリーダーによる出席管理をしています。学生証を忘れた，紛失した，
再発行中等の理由でカードリーダーにかざすことができない場合は「出欠調査票」により出欠登録
を行います。教養教育支援室で「出欠調査票」を渡していますので，授業前に窓口に取りに来てく
ださい。「出欠調査票」に必要事項を記入し，担当教員のサインまたは確認印を付した上で教養教
育支援室へ提出することでヘルン・システムに出席と登録されます。
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Ｑ17　出席登録をする際に，誤って，異なる教室のカードリーダーに学生証をかざしてしまいました。
正しく登録されますか。

Ａ17　履修登録されていない授業の教室で学生証をかざした場合，エラーとなり登録されません。誤っ
た教室で学生証をかざした後でも，当該授業時間中に正しい教室でかざせば問題なく登録されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ18　やむを得ず授業を欠席したいです。
Ａ18　病気，忌引き等，やむを得ず授業を欠席する場合は，自身が所属する学部の教務担当窓口に申し
出てください（P38「欠席等の取扱い」参照）。試験時に真にやむを得ない理由により欠席する場合は，
追試験を受けることができます。詳しくは本ガイド P42「追試験」をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ19　共通教育棟で落とし物をしてしまいましたが，どこに問い合わせをすればよいですか。
Ａ19　まずは，教室など心当たりのある場所を探してみましょう。机の中や横に忘れ物をしていませ
んか？忘れ物が教室の前方に集められている場合もあります。C11 教室前のガラスケース内に自身
のものがある場合は，教養教育支援室までお声がけください。

　　　教室を探しても，ガラスケースの中にもない場合は，教養教育支援室に来てください。届けられ
ていることもあります。

　　　共通教育棟以外で落とし物や忘れ物をした場合は，各学部教務事務室や学生支援課に届けられま
すので確認をしてください。

　　　名前が記入してあると連絡をすることができますので，持ち物には記名をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ20　落とし物を拾いました。どこに届ければよいですか。
Ａ20　落とし物を拾った場合は，拾得した場所の最寄りの事務室に届けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教室はキレイに使いましょう。
退室する時は，忘れ物がないか確認しましょう。
教室を最後に退室する方は，窓を閉め，照明や暖房・冷房を切りましょう。
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Ⅷ　関係規則

富山大学教養教育履修規則 

平成30年３月27日制定 

令和元年９月24日改正 

令和２年３月16日改正 

令和３年７月27日改正 

（趣旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人富山大学学則（以下「学則」という。）第60条第3項の規定に基づき，富山

大学における教養教育の授業科目（以下「教養教育科目」という。），単位数及び履修方法に関し，必要な

事項を定める。 

（教養教育の目的） 

第２条 教養教育では，学修の基礎となる幅広い知識を身に付け，地域社会及び国際社会において活躍でき

る，豊かな人間性と創造的問題解決能力を持つ人材の養成を目的とする。 

（定義） 

第３条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

(１) 必修科目 卒業要件として必ず単位を修得すべき授業科目をいう。

(２) 選択科目 学生の履修目的に応じて選択することができる授業科目であって，修得単位を卒業要件に

算入する授業科目をいう。

(３) 自由科目 認定した単位を卒業要件に算入しない授業科目をいう。

(４) 地域志向科目 富山大学地域課題解決型人材育成プログラムに関する授業科目履修内規第２条に規定

する地域志向科目群に属する教養教育科目をいう。

（授業科目の区分） 

第４条 教養教育科目の区分は，次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 人文科学系

(２) 社会科学系

(３) 自然科学系

(４) 理系基盤教育系

(５) 医療・健康科学系

(６) 総合科目系

(７) 外国語系

(８) 保健体育系

(９) 情報処理系

（授業科目及び単位数） 

第５条 教養教育科目及び単位数は，別表第１のとおりとする。 

２ 学部が教養教育科目として履修させる授業科目名，必修・選択の別，単位数等については，別表第２から

２の11までのとおりとする。 

（修得単位数） 

第６条 教養教育科目として修得しなければならない単位数については，別表第３のとおりとする。 

（単位計算方法） 

第７条 各授業科目の１単位当たりの授業時間は，次のとおりとする。 

(１) 講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲の授業をもって１単位とする。

(２) 実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲の授業をもって１単位とする。

２ 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合の単

位数を計算するに当たっては，前項に規定する基準を考慮し，その組み合わせに応じて定めることができ

る。 

令和４年３月25日改正
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 （授業科目の公示） 

第８条 各学期に開設する授業科目，授業時間数及び授業担当教員等は，学年又は学期の初めに公示する。 

 （履修申告） 

第９条 学生は，履修しようとする授業科目（以下「履修科目」という。）について，あらかじめ所定の期間

内に履修申告をしなければならない。 

２ 履修申告をしなかった授業科目は，単位の認定を受けることができない。 

３ 履修科目を登録した後に，履修科目を変更するとき又は授業科目の履修を取りやめるときは，所定の期日

までに履修科目の変更又は取消しを登録しなければならない。 

４ 同じ授業科目が，同一時間帯に複数開設される場合，指定された授業クラス以外の受講は，原則として認

めない。 

５ 経済学部夜間主コース以外の学生は，教養教育院が特に認めた場合を除き，経済学部夜間主コースに開講

する授業科目を履修することができない。 

６ 経済学部夜間主コースの学生は，別表第２の４に掲げる授業科目で，富山大学授業に関する要項第２条第

１項において規定する経済学部夜間主コース１時限及び２時限以外に開講するものについても履修すること

ができる。 

 （履修科目の登録単位数の上限） 

第10条 学生が教養教育の履修科目として登録することができる単位数の上限は，各学部の定めるところによ

る。 

（成績評価及び単位の授与） 

第11条 授業科目を履修し，試験等に合格した者には，教養教育院長は所定の単位を与える。 

２ 授業科目の成績は，成績の評語と評価基準を定め，秀，優，良及び可を合格とする。 

評価基準 

秀 到達基準を達成し，極めて優秀な成績を修めている。 

優 到達基準を達成し，優秀な成績を修めている。 

良 到達基準を達成し，良好な成績を修めている。 

可 到達基準を達成している。 

不可 到達基準を達成していない。 

 （試験） 

第12条 試験は，学期末に行う。ただし，必要がある場合は，学期末以外の時期に行うことがある。 

２ 試験に関し必要な事項は，別に定める。 

 （追試験） 

第13条 学生が，病気その他やむを得ない事由により試験を受けることができなかった場合は，願い出により

追試験を受けることができる。 

２ 追試験に関し必要な事項は，別に定める。 

 （再履修） 

第14条 成績評価の結果，成績が不可と評価された授業科目の単位を修得する場合は，次学期以降に開講され

る当該授業科目を再履修することができる。 

２ 再履修に関し必要な事項は，別に定める。 

 （再試験） 

第15条 成績評価の結果，所属学部が必修としている授業科目（講義に限る。）の成績が不可と評価され再履

修ができない特段の事情があると認められる場合に限り，再試験を行うことがある。 

２ 再試験に関し必要な事項は，別に定める。 
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 （大学以外の教育施設等における学修） 

第16条 学則第65条の規定に基づき，文部科学大臣が別に定める学修を，本学の教養教育科目の履修とみな

し，学部の定めるところにより単位を与えることができる。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第17条 学則第66条の規定に基づき，教養教育に関する入学前の既修得単位は，所属学部と教養教育院で審査

の上，本学における教養教育科目の履修により修得したものとみなし，学部の定めるところにより単位を与

えることができる。 

 （その他） 

第18条 この規則に定めるもののほか，教養教育科目の履修に関し必要な事項は，教養教育院教養教育企画実

施委員会の意見を聴いて，教養教育院長が定める。 

附 則 

１ この規則は，平成30年４月１日から施行する。 

２ 平成29年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

この規則は，令和元年10月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 平成31年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和３年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

教養教育検討会議の意見を

（令和３年７月 27 日改正附則）

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第16条 学則第65条の規定に基づき，文部科学大臣が別に定める学修を，本学の教養教育科目の履修とみな

し，学部の定めるところにより単位を与えることができる。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第17条 学則第66条の規定に基づき，教養教育に関する入学前の既修得単位は，所属学部と教養教育院で審査

の上，本学における教養教育科目の履修により修得したものとみなし，学部の定めるところにより単位を与

えることができる。 

 （その他） 

第18条 この規則に定めるもののほか，教養教育科目の履修に関し必要な事項は，教養教育院教養教育企画実

施委員会の意見を聴いて，教養教育院長が定める。 

附 則 

１ この規則は，平成30年４月１日から施行する。 

２ 平成29年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

この規則は，令和元年10月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 平成31年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和３年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第16条 学則第65条の規定に基づき，文部科学大臣が別に定める学修を，本学の教養教育科目の履修とみな

し，学部の定めるところにより単位を与えることができる。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第17条 学則第66条の規定に基づき，教養教育に関する入学前の既修得単位は，所属学部と教養教育院で審査

の上，本学における教養教育科目の履修により修得したものとみなし，学部の定めるところにより単位を与

えることができる。 

 （その他） 

第18条 この規則に定めるもののほか，教養教育科目の履修に関し必要な事項は，教養教育院教養教育企画実

施委員会の意見を聴いて，教養教育院長が定める。 

附 則 

１ この規則は，平成30年４月１日から施行する。 

２ 平成29年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

この規則は，令和元年10月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 平成31年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

１ この規則は，令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和３年度以前の入学者については，なお従前の例による。 
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選
手

又
は

団
員

と
し

て
，

競
技

や
実

演
に

出

場
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

次
に

掲
げ

る
書

類
 

１
）

招
聘

機
関

等
発

行
の

証
明

書
又

は
派

遣
依

頼
書

 

２
）

当
該

大
会

等
の

内
容

が
分

か
る

書
類

 

裁
判

員
制

度
に

基
づ

く
要

請
 

裁
判

所
か

ら
の

要
請

等
を

証
明

す
る

書
類

 

交
通

事
故

 
警

察
が

発
行

し
た

事
故

証
明

 

そ
の

他
公

的
機

関
か

ら
の

要
請

 
公

的
機

関
か

ら
の

要
請

等
を

証
明

す
る

書
類

等
 

 ２
 

前
項

に
よ

り
提

出
さ

れ
た

書
類

に
よ

り
，

真
に

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
試

験
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な

か
っ

た
も

の
で

あ
る

と
教

養
教

育
院

長
が

認
め

た
場

合
に

限
り

，
１

授
業

科
目

に
つ

き
１

回
に

限
り

追
試

験
を

許
可

す
る

。
 

３
 

追
試

験
を

行
う

場
合

は
，

学
生

掲
示

等
に

よ
り

当
該

学
生

に
通

知
す

る
。

 

   

 
（

休
学

期
間

中
の

追
試

験
）

 

第
３

条
 

休
学

期
間

中
に

実
施

さ
れ

た
試

験
に

つ
い

て
は

，
追

試
験

の
対

象
と

し
な

い
。

 

  
（

追
試

験
の

実
施

）
 

第
４

条
 

追
試

験
を

行
う

場
合

，
原

則
と

し
て

当
該

学
期

中
に

実
施

す
る

。
 

２
 

追
試

験
は

原
則

と
し

て
当

該
授

業
科

目
の

担
当

教
員

が
行

う
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
５

条
 

こ
の

内
規

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

教
養

教
育

の
授

業
科

目
の

追
試

験
に

必
要

な
事

項
は

，
教

養
教

育

企
画

実
施

委
員

会
の

意
見

を
聴

い
て

，
教

養
教

育
院

長
が

定
め

る
。

 

 

附
 

則
 

 
こ

の
内

規
は

，
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

   
（

大
学

以
外

の
教

育
施

設
等

に
お

け
る

学
修

）
 

第
1
6
条

 
学

則
第

6
5
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
定

め
る

学
修

を
，

本
学

の
教

養
教

育
科

目
の

履
修

と
み

な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

入
学

前
の

既
修

得
単

位
の

認
定

）
 

第
1
7
条

 
学

則
第

6
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

教
養

教
育

に
関

す
る

入
学

前
の

既
修

得
単

位
は

，
所

属
学

部
と

教
養

教
育

院
で

審
査

の
上

，
本

学
に

お
け

る
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
よ

り
修

得
し

た
も

の
と

み
な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

そ
の

他
）

 

第
1
8
条

 
こ

の
規

則
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

院
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

2
9
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

元
年

1
0
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

3
1
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

４
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

令
和

３
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
（

大
学

以
外

の
教

育
施

設
等

に
お

け
る

学
修

）
 

第
1
6
条

 
学

則
第

6
5
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
定

め
る

学
修

を
，

本
学

の
教

養
教

育
科

目
の

履
修

と
み

な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

入
学

前
の

既
修

得
単

位
の

認
定

）
 

第
1
7
条

 
学

則
第

6
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

教
養

教
育

に
関

す
る

入
学

前
の

既
修

得
単

位
は

，
所

属
学

部
と

教
養

教
育

院
で

審
査

の
上

，
本

学
に

お
け

る
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
よ

り
修

得
し

た
も

の
と

み
な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

そ
の

他
）

 

第
1
8
条

 
こ

の
規

則
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

院
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

2
9
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

元
年

1
0
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

3
1
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

４
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

令
和

３
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

検
討

会
議

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。

令
和

４
年

３
月

25
日

改
正

内
規
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富
山

大
学

教
養

教
育

追
試

験
内

規
 

 

平
成

3
0
年

２
月

９
日

制
定

 

  
（

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

内
規

は
，

富
山

大
学

教
養

教
育

履
修

規
則

（
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第
1
3
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

，
教

養
教

育
の

授
業

科
目

の
追

試
験

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

。
 

  
（

追
試

験
願

）
 

第
２

条
 

追
試

験
を

願
い

出
る

場
合

は
，

当
該

科
目

の
試

験
実

施
日

以
前

又
は

試
験

実
施

の
翌

日
か

ら
原

則
と

し

て
５

日
以

内
（

土
，

日
及

び
祝

日
を

除
く

。
）

に
，

別
に

定
め

る
追

試
験

許
可

願
に

掲
げ

る
欠

席
理

由
を

客
観

的
に

証
明

す
る

書
類

等
を

添
え

て
，

学
務

部
学

務
課

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

欠
席

理
由

 
欠

席
理

由
を

証
明

す
る

書
類

等
 

本
人

の
傷

病
 

医
師

の
診

断
書

 

親
族

（
三

親
等

以
内

）
の

死
亡

 
会

葬
礼

状
又

は
死

亡
診

断
書

 

就
職

活
動

 

（
た

だ
し

，
採

用
面

接
（

試
験

）
の

受
験

，
 

採
用

面
接

（
試

験
）

の
受

験
資

格
と

な
る

 

説
明

会
へ

の
出

席
に

限
る

。
）

 

企
業

，
官

公
庁

等
発

行
の

証
明

書
又

は
通

知
文
（

就
職

活
動

の

採
用

面
接
（

試
験

）
又

は
採

用
面

接
（

試
験

）
の

受
験

資
格

と

な
る

説
明

会
の

場
所

，
日

時
及

び
内

容
が

明
記

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

）
 

交
通

機
関

の
遅

延
 

交
通

機
関

の
遅

延
証

明
書

 

災
害

（
台

風
，

水
害

，
火

災
，

地
震

等
）

 
罹

災
証

明
書

等
災

害
の

状
況

が
把

握
で

き
る

書
類

 

実
習
（

た
だ

し
，
教

育
実

習
，
介

護
等

体
験

，

臨
床

実
習

，
臨

地
実

習
，

臨
床

実
務

実
習

，

博
物

館
実

習
及

び
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

限

る
。

）
 

期
間

が
明

記
さ

れ
て

い
る

協
定

書
等

の
書

類
 

課
外

活
動

に
お

け
る

地
区

大
会

等
を

経
た

全

国
大

会
レ

ベ
ル

以
上

の
大

会
出

場
（

た
だ

し
，

選
手

又
は

団
員

と
し

て
，

競
技

や
実

演
に

出

場
す

る
場

合
に

限
る

。
）

 

次
に

掲
げ

る
書

類
 

１
）

招
聘

機
関

等
発

行
の

証
明

書
又

は
派

遣
依

頼
書

 

２
）

当
該

大
会

等
の

内
容

が
分

か
る

書
類

 

裁
判

員
制

度
に

基
づ

く
要

請
 

裁
判

所
か

ら
の

要
請

等
を

証
明

す
る

書
類

 

交
通

事
故

 
警

察
が

発
行

し
た

事
故

証
明

 

そ
の

他
公

的
機

関
か

ら
の

要
請

 
公

的
機

関
か

ら
の

要
請

等
を

証
明

す
る

書
類

等
 

 ２
 

前
項

に
よ

り
提

出
さ

れ
た

書
類

に
よ

り
，

真
に

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
試

験
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な

か
っ

た
も

の
で

あ
る

と
教

養
教

育
院

長
が

認
め

た
場

合
に

限
り

，
１

授
業

科
目

に
つ

き
１

回
に

限
り

追
試

験
を

許
可

す
る

。
 

３
 

追
試

験
を

行
う

場
合

は
，

学
生

掲
示

等
に

よ
り

当
該

学
生

に
通

知
す

る
。

 

   

 
（

休
学

期
間

中
の

追
試

験
）

 

第
３

条
 

休
学

期
間

中
に

実
施

さ
れ

た
試

験
に

つ
い

て
は

，
追

試
験

の
対

象
と

し
な

い
。

 

  
（

追
試

験
の

実
施

）
 

第
４

条
 

追
試

験
を

行
う

場
合

，
原

則
と

し
て

当
該

学
期

中
に

実
施

す
る

。
 

２
 

追
試

験
は

原
則

と
し

て
当

該
授

業
科

目
の

担
当

教
員

が
行

う
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
５

条
 

こ
の

内
規

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

教
養

教
育

の
授

業
科

目
の

追
試

験
に

必
要

な
事

項
は

，
教

養
教

育

企
画

実
施

委
員

会
の

意
見

を
聴

い
て

，
教

養
教

育
院

長
が

定
め

る
。

 

 

附
 

則
 

 
こ

の
内

規
は

，
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

  

88

富
山

大
学

教
養

教
育

再
履

修
内

規
 

 

平
成

3
0
年

２
月

９
日

制
定

 

  
（

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

内
規

は
，

富
山

大
学

教
養

教
育

履
修

規
則

（
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第
1
4
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

，
教

養
教

育
の

授
業

科
目

の
再

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

。
 

  
 
（
再
履
修
の
手
続
）

 
第

２
条

 
再

履
修

を
願

い
出

る
場

合
は

，
規

則
第

９
条

第
１

項
に

規
定

す
る

履
修

申
告

期
間

中
に

，
所

定
の

手
続

き
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

再
履

修
を

願
い

出
た

後
に

，
当

該
授

業
科

目
の

再
履

修
を

取
り

や
め

る
と

き
は

，
規

則
第

９
条

第
３

項
に

規

定
す

る
期

日
ま

で
に

再
履

修
の

取
消

し
を

登
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

  
（

再
履

修
の

成
績

評
価

）
 

第
３

条
 

再
履

修
に

お
け

る
成

績
評

価
は

，
規

則
第

1
1
条

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

  
（

そ
の

他
）

 

第
４

条
 

こ
の

内
規

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

教
養

教
育

の
授

業
科

目
の

再
履

修
に

関
し

必
要

な
事

項
は

，
教

養

教
育

企
画

実
施

委
員

会
の

意
見

を
聴

い
て

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

 

附
 

則
 

 
こ

の
内

規
は

，
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

                 

富
山

大
学

教
養

教
育

再
試

験
内

規
 

 

平
成

3
0
年

２
月

９
日

制
定

 

  
（

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

内
規

は
，

富
山

大
学

教
養

教
育

履
修

規
則

（
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第
1
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

再
試

験
の

実
施

に
当

た
り

，
同

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
，

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

 

  
（

再
試

験
の

手
続

）
 

第
２

条
 

再
試

験
を

願
い

出
る

場
合

は
，

別
に

定
め

る
再

試
験

許
可

願
に

再
試

験
が

必
要

な
理

由
等

を
証

明
す

る

書
類

を
添

え
て

，
所

属
す

る
学

部
の

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

前
項

の
願

い
出

に
よ

り
所

属
す

る
学

部
の

長
が

再
試

験
の

実
施

が
必

要
と

認
め

た
場

合
は

，
教

養
教

育
院

長

に
再

試
験

の
実

施
を

依
頼

す
る

。
 

３
 

教
養

教
育

院
長

は
，
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，
再

試
験

の
実

施
の

可
否

を
決

定
す

る
。

 

４
 

所
属

す
る

学
部

の
長

は
，

再
試

験
の

実
施

の
可

否
を

当
該

学
生

に
通

知
す

る
。

 

  
（

再
試

験
の

実
施

）
 

第
３

条
 

再
試

験
は

原
則

と
し

て
１

授
業

科
目

に
つ

き
，

１
回

に
限

り
再

試
験

を
実

施
す

る
。

 

２
 

再
試

験
は

，
次

学
期

又
は

次
年

度
の

試
験

期
日

に
実

施
す

る
。

 

３
 

再
試

験
は

，
当

該
授

業
科

目
の

担
当

教
員

が
実

施
す

る
。

 

  
（

再
試

験
の

成
績

評
価

）
 

第
４

条
 

再
試

験
に

お
け

る
成

績
評

価
は

，
可

又
は

不
可

と
す

る
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
５

条
 

こ
の

内
規

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

再
試

験
の

実
施

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

企
画

実
施

委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

 

附
 

則
 

 
こ

の
内

規
は

，
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 

 
（

大
学

以
外

の
教

育
施

設
等

に
お

け
る

学
修

）
 

第
1
6
条

 
学

則
第

6
5
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
定

め
る

学
修

を
，

本
学

の
教

養
教

育
科

目
の

履
修

と
み

な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

入
学

前
の

既
修

得
単

位
の

認
定

）
 

第
1
7
条

 
学

則
第

6
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

教
養

教
育

に
関

す
る

入
学

前
の

既
修

得
単

位
は

，
所

属
学

部
と

教
養

教
育

院
で

審
査

の
上

，
本

学
に

お
け

る
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
よ

り
修

得
し

た
も

の
と

み
な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

そ
の

他
）

 

第
1
8
条

 
こ

の
規

則
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

院
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

2
9
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

元
年

1
0
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

3
1
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

４
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

令
和

３
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
（

大
学

以
外

の
教

育
施

設
等

に
お

け
る

学
修

）
 

第
1
6
条

 
学

則
第

6
5
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
定

め
る

学
修

を
，

本
学

の
教

養
教

育
科

目
の

履
修

と
み

な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

入
学

前
の

既
修

得
単

位
の

認
定

）
 

第
1
7
条

 
学

則
第

6
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

教
養

教
育

に
関

す
る

入
学

前
の

既
修

得
単

位
は

，
所

属
学

部
と

教
養

教
育

院
で

審
査

の
上

，
本

学
に

お
け

る
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
よ

り
修

得
し

た
も

の
と

み
な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

そ
の

他
）

 

第
1
8
条

 
こ

の
規

則
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

院
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

2
9
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

元
年

1
0
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

3
1
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

４
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

令
和

３
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

教
育

検
討

会
議

の
意

見
を

聴
い

て
教

養
教

育
院

長
が

定
め

る
。

内
規

教
養

教
育

検
討

会
議

の
意

見
を

聴
い

て
，

再
試

験
の

実
施

の
可

否
を

決
定

す
る

。

教
養

教
育

検
討

会
議

の

88

富
山

大
学

教
養

教
育

再
履

修
内

規
 

 

平
成

3
0
年

２
月

９
日

制
定

 

  
（

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

内
規

は
，

富
山

大
学

教
養

教
育

履
修

規
則

（
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第
1
4
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

，
教

養
教

育
の

授
業

科
目

の
再

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

。
 

  
 
（
再
履
修
の
手
続
）

 
第

２
条

 
再

履
修

を
願

い
出

る
場

合
は

，
規

則
第

９
条

第
１

項
に

規
定

す
る

履
修

申
告

期
間

中
に

，
所

定
の

手
続

き
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

再
履

修
を

願
い

出
た

後
に

，
当

該
授

業
科

目
の

再
履

修
を

取
り

や
め

る
と

き
は

，
規

則
第

９
条

第
３

項
に

規

定
す

る
期

日
ま

で
に

再
履

修
の

取
消

し
を

登
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

  
（

再
履

修
の

成
績

評
価

）
 

第
３

条
 

再
履

修
に

お
け

る
成

績
評

価
は

，
規

則
第

1
1
条

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

  
（

そ
の

他
）

 

第
４

条
 

こ
の

内
規

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

教
養

教
育

の
授

業
科

目
の

再
履

修
に

関
し

必
要

な
事

項
は

，
教

養

教
育

企
画

実
施

委
員

会
の

意
見

を
聴

い
て

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

 

附
 

則
 

 
こ

の
内

規
は

，
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

                 

富
山

大
学

教
養

教
育

再
試

験
内

規
 

 

平
成

3
0
年

２
月

９
日

制
定

 

  
（

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

内
規

は
，

富
山

大
学

教
養

教
育

履
修

規
則

（
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第
1
5
条

第
１

項
に

規
定

す
る

再
試

験
の

実
施

に
当

た
り

，
同

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
，

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

 

  
（

再
試

験
の

手
続

）
 

第
２

条
 

再
試

験
を

願
い

出
る

場
合

は
，

別
に

定
め

る
再

試
験

許
可

願
に

再
試

験
が

必
要

な
理

由
等

を
証

明
す

る

書
類

を
添

え
て

，
所

属
す

る
学

部
の

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
 

前
項

の
願

い
出

に
よ

り
所

属
す

る
学

部
の

長
が

再
試

験
の

実
施

が
必

要
と

認
め

た
場

合
は

，
教

養
教

育
院

長

に
再

試
験

の
実

施
を

依
頼

す
る

。
 

３
 

教
養

教
育

院
長

は
，
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，
再

試
験

の
実

施
の

可
否

を
決

定
す

る
。

 

４
 

所
属

す
る

学
部

の
長

は
，

再
試

験
の

実
施

の
可

否
を

当
該

学
生

に
通

知
す

る
。

 

  
（

再
試

験
の

実
施

）
 

第
３

条
 

再
試

験
は

原
則

と
し

て
１

授
業

科
目

に
つ

き
，

１
回

に
限

り
再

試
験

を
実

施
す

る
。

 

２
 

再
試

験
は

，
次

学
期

又
は

次
年

度
の

試
験

期
日

に
実

施
す

る
。

 

３
 

再
試

験
は

，
当

該
授

業
科

目
の

担
当

教
員

が
実

施
す

る
。

 

  
（

再
試

験
の

成
績

評
価

）
 

第
４

条
 

再
試

験
に

お
け

る
成

績
評

価
は

，
可

又
は

不
可

と
す

る
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
５

条
 

こ
の

内
規

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

再
試

験
の

実
施

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

企
画

実
施

委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

 

附
 

則
 

 
こ

の
内

規
は

，
平

成
3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 

 
（

大
学

以
外

の
教

育
施

設
等

に
お

け
る

学
修

）
 

第
1
6
条

 
学

則
第

6
5
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
定

め
る

学
修

を
，

本
学

の
教

養
教

育
科

目
の

履
修

と
み

な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

入
学

前
の

既
修

得
単

位
の

認
定

）
 

第
1
7
条

 
学

則
第

6
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

教
養

教
育

に
関

す
る

入
学

前
の

既
修

得
単

位
は

，
所

属
学

部
と

教
養

教
育

院
で

審
査

の
上

，
本

学
に

お
け

る
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
よ

り
修

得
し

た
も

の
と

み
な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

そ
の

他
）

 

第
1
8
条

 
こ

の
規

則
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

院
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

2
9
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

元
年

1
0
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

3
1
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

４
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

令
和

３
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

 
（

大
学

以
外

の
教

育
施

設
等

に
お

け
る

学
修

）
 

第
1
6
条

 
学

則
第

6
5
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
定

め
る

学
修

を
，

本
学

の
教

養
教

育
科

目
の

履
修

と
み

な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

入
学

前
の

既
修

得
単

位
の

認
定

）
 

第
1
7
条

 
学

則
第

6
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
，

教
養

教
育

に
関

す
る

入
学

前
の

既
修

得
単

位
は

，
所

属
学

部
と

教
養

教
育

院
で

審
査

の
上

，
本

学
に

お
け

る
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
よ

り
修

得
し

た
も

の
と

み
な

し
，

学
部

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

単
位

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
（

そ
の

他
）

 

第
1
8
条

 
こ

の
規

則
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
教

養
教

育
科

目
の

履
修

に
関

し
必

要
な

事
項

は
，

教
養

教
育

院
教

養
教

育
企

画
実

施
委

員
会

の
意

見
を

聴
い

て
，

教
養

教
育

院
長

が
定

め
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

2
9
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

元
年

1
0
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

２
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

平
成

3
1
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

附
 

則
 

１
 

こ
の

規
則

は
，

令
和

４
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

２
 

令
和

３
年

度
以

前
の

入
学

者
に

つ
い

て
は

，
な

お
従

前
の

例
に

よ
る

。
 

内
規

令
和

４
年

３
月

25
日

改
正

令
和

４
年

３
月

25
日

改
正
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16
17

キ ャ ン パ ス マ ッ プ

D
11
番
教
室

C2
1
番
教
室

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
（
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
）

■
共
通
教
育
棟

解
錠
時
間
帯
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

授
業
期
間
　
8：
00
～
18
：
30
（
火
は
19
：
30
ま
で
）　
休
業
期
間
　
8：
00
～
17
：
30

16
17

キ ャ ン パ ス マ ッ プ

A4
2
番
教
室

LL
教
室

共
通
教
育
棟
マ
ッ
プ

17

A4
2
番
教
室

LL
教
室

共
通
教
育
棟
マ
ッ
プ

学
務
企
画
チ
ー
ム

学
務
企
画
チ
ー
ム
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□
人

文
学

部
棟

 
情
報

端
末

室
位

置

人
社
系
学
務
課

（
人

文
学

部
事
務

室
）

1
0
2

1
1
0

1
0
9

1
0
6

留
学
生
控
室

1
0
4

印
刷
室

第
２
講

義
室

1
1
2

1
0
8

共
同
多
目
的
室
B

玄
関

ホ
ー
ル

W
C

W
C

　
[C

L
教
室

]

ラ
ウ
ン
ジ

情
報

処
理

教
育

室

身 障 者 用 W C

E
V

地
理
情

報
シ
ス
テ
ム

室

1
1
1

1
0
1 器
財
室

学
生
相
談
室

1
0
7

1
0
5

1
1
7

W
C

1
1
3

ピ
ロ
テ
ィ

1
1
4
-
1

1
1
4
-
2

共
同
多
目
的
室
Ａ

風
除

室

第
１
講

義
室

非
常

勤
講

師
控

室

大
会
議

室

1
0
3

教教
養養

教教
育育

でで
使使

用用
すす

るる
各各

学学
部部

棟棟
のの

情情
報報

端端
末末

室室
配配

置置
図図

  

□
人

間
発

達
科

学
部

棟
 

情
報

端
末

室
位

置

人
間

発
達
科

学
部
第

２
棟
 

２
階

2
2
0
1

2
2
0
3

2
2
0
4

2
2
0
6

2
2
0
7

2
2
0
8

2
2
0
9

2
2
2
2

2
2
2
0

2
2
1
8

学
生

用
端

末
室

第 １ 校 舎 →

2
2
1
6

E
V

85

教
育

学
部

棟
　

情
報

端
末

室
位

置

教
育

学
部

第
２

棟
　

２
階
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□
経
済
学
部
棟
 
情
報
端
末
室
位
置
 

   
 

 
 

 
  

         

         

        
講

 
義

 
棟

 

 
 

 
 

 
 

      

4
0
1
講
義
室

 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

  

 
  ホ

ー
ル

  
 

  Ｗ
Ｃ

 

男
 

  Ｗ
Ｃ

 

女
 

  

4
0
5
 

  4
0
6
 

  4
0
7
 

     

端
末
室

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
  

4
0
9
 

 
  

4
1
0
 

  

4
1
1
 

  

4
1
2
 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
演

 
習

 
棟

 
   
研

 
究

 
棟

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ
Ｖ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

実
験

室
 

      

     

  

     

     

 

 
 

 
 

 
  

視
聴

覚
室

 
 

 
Ｗ

 

Ｃ
 

男
 

Ｗ
 

Ｃ
 

女
  

 
      

      

      

      

 
 

 
 

 
 

 
 

  

経
済
学
部
演
習
棟
４
階
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■巻末資料
　各種担当窓口・緊急時の問合わせ窓口

主な事務 担当窓口 電話番号

教養教育に関することなど 学務課教養教育支援室
（E-mail : info-kyoyo@adm.u-toyama.ac.jp） 076-445-6031

人文学部

人社系学務課

076-445-6138

教育学部 076-445-6259

経済学部 076-445-6517

理学部

理工系学務課

076-445-6547

工学部 076-445-6701

都市デザイン学部 076-445-6698

医学部
学務課教養教育支援室
杉谷キャンパス学務課

076-445-6031
076-434-7126

薬学部

芸術文化学部 学務課教養教育支援室
高岡キャンパス学務チーム

076-445-6031
0766-25-9130

令和５（2023）年度

富山大学　教養教育ガイド
発行　富山大学　学務部学務課教養教育支援室

富山市五福 3190

教養教育院ウェブサイト
　https://www.isc.u-toyama.ac.jp

とみだい iNfo

（Android 版）（iPhone 版）





令和５年度前学期　教養教育科目履修計画表

曜日

時限
月 火 水 木 金

1

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

2

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

3

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

4

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

5

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

6

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

　集中講義  （　　　　　　　　　　　　　　（ 　　　　　　　系 ） ） 

人 文 科 学 系 科目（　　　単位）
社 会 科 学 系 科目（　　　単位）
自 然 科 学 系 科目（　　　単位）
理系基盤教育系 科目（　　　単位）
医療 ･健康科学系 科目（　　　単位）
総 合 科 目 系 科目（　　　単位）

外 国 語 系 科目（　　　単位）
保 健 体 育 系 科目（　　　単位）
情 報 処 理 系 科目（　　　単位）
（内数）集中講義 科目（　　　単位）
（内数）地域志向科目 科目（　　　単位）

前学期に履修を希望する科目数及び単位数

履修計画作成手順
①　クラス指定科目，必修科目の履修曜限を確認し，上記「履修計画表」に記入する。
②　巻末の「前学期教養教育授業時間割」を確認し，クラス指定科目を履修しない曜限に開講している
授業科目から履修を希望する選択科目を上記「履修計画表」に記入する。
③　裏面「履修を指定する系・選択できる科目数 確認表」を使用し，「Ⓐ履修登録する科目」と「Ⓑ追
加登録で登録する科目」を決定する。
④　「Ⓐ履修登録する科目」は履修登録期間に登録します。　抽選結果発表後，追加履修登録期間に「Ⓑ
追加登録で登録する科目」と落選分を補う科目を登録します。
⑤　集中講義の履修登録は，後日掲示にてお知らせします。

［学籍番号： 　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　 ］



履修を指定する系 選択できる
科目数 Ⓐ 履修登録する科目 Ⓑ 追加履修で

登録する科目

人
文
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）

自然科学系又は医療・健康科学系 １科目 （ ）

総合科目系 １科目 （ ）

教
育
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）

自然科学系 １科目 （ ）

総合科目系 １科目 （ ）

経
済
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自然科学系又は医療・健康科学系 ２科目 （ ）（ ）

総合科目系 １科目 （ ）

理
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 ２科目 （ ）（ ）

総合科目系又は医療・健康科学系 ２科目 （ ）（ ）

医
学
部
医
学
科

人文科学系 ２科目 （ ）（ ）（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）

総合科目系 １科目 （ ）

医
学
部
看
護
学
科

人文科学系 ２科目 （ ）（ ）（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 ２科目 （ ）（ ）

自然科学系 １科目 （ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）

薬
学
部

人文科学系 ２科目 （ ）（ ）（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 ２科目 （ ）（ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）

工
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

社会科学系 １科目 （ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）

総合科目系 1科目 （ ）

その他（人文，社会，総合，医療） ２科目 （ ）（ ）

芸
術
文
化
学
部

人文科学系 ２科目 （ ）（ ）（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）

自然科学系 １科目 （ ）

総合科目系 ２科目 （ ）（ ）

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 ２科目 （ ）（ ）

総合科目系 ２科目 （ ）（ ）

前学期　履修を指定する系・選択できる科目数　確認表



令和５年度後学期　教養教育科目履修計画表

曜日

時限
月 火 水 木 金

1

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

2

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

3

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

4

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

5

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

6

時間割コード

（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）（　　　系）（　）

授業科目名
授業担当者名
系・ 単 位 数

　集中講義  （　　　　　　　　　　　　　　（ 　　　　　　　系 ） ） 

後学期に履修を希望する科目数及び単位数

履修計画作成手順

［学籍番号： 　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　 ］

人 文 科 学 系 科目（　　　単位）
社 会 科 学 系 科目（　　　単位）
自 然 科 学 系 科目（　　　単位）
理系基盤教育系 科目（　　　単位）
医療 ･健康科学系 科目（　　　単位）
総 合 科 目 系 科目（　　　単位）

外 国 語 系 科目（　　　単位）
保 健 体 育 系 科目（　　　単位）
情 報 処 理 系 科目（　　　単位）
（内数）集中講義 科目（　　　単位）
（内数）地域志向科目 科目（　　　単位）

①　クラス指定科目，必修科目の履修曜限を確認し，上記「履修計画表」に記入する。
②　巻末の「前学期教養教育授業時間割」を確認し，クラス指定科目を履修しない曜限に開講している
授業科目から履修を希望する選択科目を上記「履修計画表」に記入する。
③　裏面「履修を指定する系・選択できる科目数 確認表」を使用し，「Ⓐ履修登録する科目」と「Ⓑ追
加登録で登録する科目」を決定する。
④　「Ⓐ履修登録する科目」は履修登録期間に登録します。抽選結果発表後，追加履修登録期間に「Ⓑ
追加登録で登録する科目」と落選分を補う科目を登録します。
⑤　集中講義の履修登録は，後日掲示にてお知らせします。



履修を指定する系 選択できる
科目数 Ⓐ 履修登録する科目 Ⓑ 追加履修で

登録する科目

人
文
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）
自然科学系又は医療・健康科学系 １科目 （ ）

総合科目系 ２科目 （ ）（ ）

教
育
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）
自然科学系 １科目 （ ）
総合科目系 １科目 （ ）

その他（人文，社会，自然，総合） １科目 （ ）

経
済
学
部

人文科学系 ２科目 （ ）（ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自然科学系又は医療・健康科学系 １科目 （ ）
総合科目系 １科目 （ ）

その他（人文，社会，自然，医療，総合） １科目 （ ）

理
学
部

人文科学系 ２科目 （ ）（ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 ２科目 （ ）（ ）
医療・健康科学系又は総合科目系 ３科目 （ ）（ ）（ ）

医
学
部
医
学
科

人文科学系又は社会科学系 ２科目 （ ）（ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

理系基盤 １科目 （ ）
医療・健康科学系 １科目 （ ）
総合科目系 １科目 （ ）

その他（人文，社会，理系，医療，総合，保健） １科目 （ ）

医
学
部
看
護
学
科

人文科学系又は社会科学系 ２科目 （ ）（ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自然科学系 １科目 （ ）
理系基盤 １科目 （ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）
その他（人文，社会，自然，理系，医療，総合，保健，情報） ３科目 （ ）（ ）（ ）

薬
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）
理系基盤 １科目 （ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）
その他（人文，社会，理系，医療，総合，保健） ３科目 （ ）（ ）（ ）

工
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）
総合科目系 １科目 （ ）

医療・健康科学系 １科目 （ ）
その他（人文，社会，総合，医療） ２科目 （ ）（ ）

芸
術
文
化
学
部

人文科学系 １科目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 ２科目 （ ）（ ）
自然科学系又は医療・健康科学系 ２科目 （ ）（ ）

総合科目系 １科目 （ ）
その他（人文，社会，自然，理系，医療，総合，保健） ２科目 （ ）（ ）

都
市
デ
ザ
イ
ン
学
部

人文科学系 ２科目 （ ）（ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

社会科学系 １科目 （ ）
総合科目系 １科目 （ ）

その他（人文，社会，自然，医療，総合） ２科目 （ ）（ ）

後学期　履修を指定する系・選択できる科目数　確認表
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吉

田
共

Ｄ
2
1

総総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
3
5
2

*
環

境
遠

田
共

Ｃ
1
1

1
0
6
0
5
0

平
和

学
入

門
池

田
 
丈

共
Ｃ

1
2

保保
健健

体体
育育

系系
情情

報報
処処

理理
系系

1
0
8
8
7
3

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
(
特

別
体

育
)

布
村

 
忠

別
途
指
示

1
0
8
9
2
2

(
再

履
修

)
情

報
処

理
栗

本
情
セ
2
-
4
F

時
間

割
コ

ー
ド

地
域

志
向

科
目

科
目

名
担

当
教

員
教

室

3

時
間

割
コ

ー
ド

6

時
限

科
目

名
担

当
教

員
教

室
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド

42

科
目

名
担

当
教

員
教

室

2

教
室

担
当

教
員

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員
曜

日
時

限 1

教
室

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員

月

5

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

4

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

令
和

５
年

度
前

学
期

教
養

教
育

授
業

時
間

割
表

火

5

教
室

31

科
目

名
担

当
教

員
科

目
名

時
間

割
コ

ー
ド

地
域

志
向

科
目

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
時

間
割

コ
ー

ド
科

目
名

担
当

教
員

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

担
当

教
員

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名

曜
日

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

令
和
５
年
度
前
学
期
教
養
教
育
授
業
時
間
割
表



〔2〕

令
和
５
年
度
前
学
期
教
養
教
育
授
業
時
間
割
表

ス

社社
会会

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
2
2
0
1

産
業

と
経

済
を

学
ぶ

龍
経
済
端
末
室

1
0
7
0
2
9

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｽ

共
Ａ

3
4

1
0
7
2
2
6

基
盤

英
語

Ⅰ
竹

腰
共

Ｅ
1
1

1
0
8
8
7
4

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
井

上
1
0
8
9
2
3

情
報

処
理

古
田

理
1
F

1
0
2
3
5
1

*
地

域
の

経
済

と
社

会
・

文
化

鈴
木

 
晃

共
Ｃ

2
1

1
0
7
0
3
0

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

グ
レ

イ
共

Ｅ
3
1

1
0
7
2
2
7

基
盤

英
語

Ⅰ
髙

野
共

Ｅ
3
3

1
0
8
8
7
5

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
泉

1
0
8
9
2
4

情
報

処
理

上
東

情
セ

2
F

医医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
7
0
3
1

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

内
藤

共
Ｅ

4
3

1
0
7
2
2
8

基
盤

英
語

Ⅰ
恒

川
共

Ｅ
2
1

1
0
8
8
7
6

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
鳥

海
1
0
8
9
2
5

情
報

処
理

柴
田

人
文

1
F

1
0
5
3
0
0

*
医

療
と

地
域

社
会

宮
島

共
Ｃ

2
2

1
0
7
0
3
2

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

コ
ー

共
Ｅ

4
1

1
0
7
2
2
9

基
盤

英
語

Ⅰ
髙

松
共

Ａ
4
2

1
0
8
9
2
6

情
報

処
理

彦
坂

情
セ

4
F

1
0
7
0
3
3

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

結
城

共
Ａ

2
1

1
0
7
2
3
0

基
盤

英
語

Ⅰ
石

坂
共

Ａ
3
1

1
0
7
0
3
4

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

共
Ｅ

2
2

1
0
7
2
3
1

基
盤

英
語

Ⅰ
大

場
共

Ｅ
4
2

1
0
7
2
3
2

基
盤

英
語

Ⅰ
名

取
共

Ａ
3
2

1
0
7
2
3
3

基
盤

英
語

Ⅰ
海

見
共

Ｅ
3
2

人人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
1
5
5
1

美
術

隅
共

Ｄ
1
2

1
0
7
0
3
5

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

名
取

共
Ａ

3
2

1
0
7
2
3
4

基
盤

英
語

Ⅰ
コ

ー
共

Ｅ
4
1

1
0
8
8
7
7

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
井

上
1
0
8
9
2
7

情
報

処
理

宮
澤

理
1
F

社社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
0
3
6

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｽ

共
Ａ

3
4

1
0
7
2
3
5

基
盤

英
語

Ⅰ
髙

野
共

Ｅ
3
3

1
0
8
8
7
8

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
片

貝
1
0
8
9
2
8

情
報

処
理

大
橋

情
セ

2
F

1
0
2
0
0
1

国
家

と
市

民
青

木
 
一

共
Ｃ

1
2

1
0
7
0
3
7

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

グ
レ

イ
共

Ｅ
3
1

1
0
7
2
3
6

基
盤

英
語

Ⅰ
髙

松
共

Ａ
4
2

1
0
8
8
7
9

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
泉

1
0
8
9
2
9

情
報

処
理

長
岡

経
済

4
F

自自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
0
3
8

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

結
城

共
Ａ

2
1

1
0
7
2
3
7

基
盤

英
語

Ⅰ
秋

田
共

Ｅ
1
1

1
0
8
8
8
0

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
水

谷
1
0
8
9
3
0

情
報

処
理

彦
坂

情
セ

4
F

1
0
2
4
0
1

自
然

科
学

へ
の

扉
－

Ａ
畑

田
共

Ｄ
2
1

1
0
7
0
3
9

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

共
Ｅ

2
2

1
0
7
2
3
8

基
盤

英
語

Ⅰ
石

坂
共

Ａ
3
1

医医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
7
0
4
0

E
S
P
Ⅰ

(
L
e
v
e
l
-
b
a
s
e
d
)

大
場

共
Ｅ

4
2

1
0
7
2
3
9

基
盤

英
語

Ⅰ
山

﨑
共

Ｅ
2
1

1
0
5
2
5
0

障
害

と
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
宮

共
Ｃ

2
2

1
0
7
2
4
0

基
盤

英
語

Ⅰ
海

見
共

Ｅ
3
2

総総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
4
5
2

技
術

と
社

会
松

田
共

Ｄ
2
2

1
0
5
5
5
0

*
人

権
と

福
祉

林
 
夏

共
Ｃ

2
1

1
0
5
6
0
0

*
環

日
本

海
矢

島
共

Ｃ
1
3

1
0
6
2
5
0

*
万

葉
学

新
谷

共
Ｃ

1
1

1
0
6
9
5
1

*
富

山
の

地
域

づ
く

り
塩

見
共

Ｄ
1
1

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
4
0
0
0

基
礎

化
学

－
Ａ

②

1
0
4
0
5
0

基
礎

化
学

－
Ｂ

②

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
3
6
0
0

物
理

学
Ⅰ

－
Ｂ

②
吉

田
共

Ｄ
2
1

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
3
1
0
0

微
分

積
分

Ⅰ
－

Ｅ
春

木
工

2
3

1
0
7
8
5
0

(
再

履
修

)
中

国
語

基
礎

Ⅱ
福

田
共

Ａ
2
1

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
4
3
0
0

生
命

科
学

Ⅰ
－

Ａ
谷

井
共

Ｃ
1
1

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
3
4
5
0

物
理

学
序

説
Ⅰ

栗
本

共
Ｃ

1
3

1
0
8
8
8
1

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
田

邊
1
0
8
9
3
1

情
報

処
理

大
橋

情
セ

4
F

1
0
8
8
8
2

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
泉

1
0
8
9
3
2

情
報

処
理

藤
田

情
セ

2
F

1
0
8
8
8
3

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
鳥

海

1
0
8
8
8
4

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
水

谷

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
4
8
5
0

生
物

圏
環

境
科

学
概

論
横

畑
共

Ｃ
2
2

1
0
8
8
8
5

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
田

邊
1
0
8
9
3
3

情
報

処
理

遠
山

情
セ

4
F

医医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
8
8
8
6

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
泉

1
0
8
9
3
4

情
報

処
理

藤
田

情
セ

2
F

1
0
4
9
5
0

概
説

医
療

心
理

学
袴

田
共

Ｃ
1
1

1
0
8
8
8
7

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
鳥

海

1
0
8
8
8
8

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
水

谷

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
8
8
8
9

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
泉

1
0
8
9
3
5

情
報

処
理

沖
野

情
セ

2
F

1
0
8
8
9
0

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
水

谷
1
0
8
9
3
6

情
報

処
理

大
橋

情
セ

4
F

1
0
8
8
9
1

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
田

邊

1
0
8
8
9
2

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
玉

腰

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
情情

報報
処処

理理
系系

1
0
4
3
5
0

生
命

科
学

Ⅰ
－

Ｂ
片

桐
共

Ｃ
1
1

1
0
8
9
3
7

情
報

処
理

沖
野

情
セ

2
F

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
2
8
5
0

解
析

学
－

Ｂ
永

井
 
節

共
Ｃ

1
3

1
0
4
4
0
0

生
命

科
学

Ⅰ
－

Ｃ
谷

井
共

Ｃ
1
2

総総
合合

科科
目目

系系

1
0
6
0
0
0

*
薬

都
と

や
ま

学
酒
井

共
Ｃ

1
1

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
情情

報報
処処

理理
系系

1
0
3
4
0
0

線
形

代
数

Ⅰ
－

Ｅ
猪

井
共

Ｄ
2
1

1
0
8
9
3
8

情
報

処
理

藤
田

経
済

4
F

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
8
9
3
9

情
報

処
理

上
木

情
セ

3
F

人人
文文

科科
学学

系系

美
術

表
現

Ａ
松

村
･
幸

共
E
2
1
・
2
2

1
0
1
6
0
0

美
術

表
現

Ａ
内

田
･
岡

本
共
E
3
1
・
3
3

美
術

表
現

Ａ
長

田
･
平

田
共
E
4
1
・
4
3

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
3
7
5
0

化
学

・
物

理
学

実
験

－
Ａ

杉
森

1
0
3
8
0
0

化
学

・
物

理
学

実
験

－
Ｂ

彦
坂

総 総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
8
5
0

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
実

践
栗

本

1
0
5
9
5
1

S
D
G
s
入

門
木

村
 
元

1
0
6
4
0
0

*
と

や
ま

地
域

学
他

大
学

教
員

1
0
6
4
5
0

時
事

的
問

題
高

山

1
0
6
7
5
0

*
富

山
学

奥

1
0
6
9
5
2

*
富

山
の

地
域

づ
く

り
大

西

外 外
国国

語語
系系

1
0
8
6
5
0

発
展

多
言

語
演

習
中

国
語

福
田

教
室
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.is
c
.u
-
to
ya
m
a.
ac
.jp
/
gu
id
e
/

2

3
～

5

3 4 5

曜
日

時
限

時
間

割
コ

ー
ド

地
域

志
向

科
目

科
目

名
担

当
教

員
教

室

曜
日

時
限 2

６
．

履
修

方
法

に
つ

い
て

は
，

「
教

養
教

育
ガ

イ
ド

」
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

※
 
集

中
講

義
の

開
講

時
期

，
履

修
方

法
に

つ
い

て
は

，
別

途
各

学
部

及
び

共
通

教
育

棟
Ａ

棟
１

階
掲

示
板

及
び

ヘ
ル

ン
･
シ

ス
テ

ム
で

通
知

し
ま

す
。

[
注

記
]

１
．

教
養

教
育

科
目

は
，

全
て

五
福

キ
ャ

ン
パ

ス
で

実
施

し
ま

す
。

２
．

「
E
S
P
Ⅰ

」
，

「
基

盤
英

語
Ⅰ

」
，

「
健

康
･
ス

ポ
ー

ツ
/
実

技
」

，
「

情
報

処
理

」
は

ク
ラ

ス
指

定
科

目
で

す
。

指
定

さ
れ

た
ク

ラ
ス

以
外

で
の

履
修

は
で

き
ま

せ
ん

。

３
．

各
時

限
に

つ
き

，
複

数
の

授
業

科
目

か
ら

い
ず

れ
か

１
科

目
の

み
履

修
し

ま
す

。

４
．

同
一

名
称

の
授

業
科

目
は

重
複

履
修

で
き

ま
せ

ん
。

５
．

教
室

表
記

に
つ

い
て

　
　

共
Ａ

＝
共

通
教

育
棟

Ａ
棟

　
，

　
共

Ｂ
＝

共
通

教
育

棟
Ｂ

棟
　

，
　

共
Ｃ

＝
共

通
教

育
棟

Ｃ
棟

　
，

　
共

Ｄ
＝

共
通

教
育

棟
Ｄ

棟
　

，
　

共
Ｅ

＝
共

通
教

育
棟

Ｅ
棟

3 4 5

理
Ｃ

3
0
2

理
Ｃ

3
0
3

木

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員
教

室

金

12 3
杉

森
共

Ｃ
2
1

4 5

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員

1

令
和

５
年

度
前

学
期

教
養

教
育

授
業

時
間

割
表

曜
日

時
限

時
間

割
コ

ー
ド

地
域

志
向

科
目

科
目

名
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド
科

目
名

担
当

教
員

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
教

室
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド
科

目
名

担
当

教
員

集
中

講
義

（
予

定
）

　
　

情
セ

＝
総

合
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
　

，
　

人
文

＝
人

文
学

部
棟

 
，

　
経

済
＝

経
済

学
部

棟
　

，
　

理
＝

理
学

部
棟

　
，

　
理

Ｃ
3
0
2
・

3
0
3
＝

理
学

部
棟

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
3
0
2
・

3
0
3
　

，
　

　
工

＝
工

学
部

棟

1

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

初
回
は

第
1
体
育
館

集
合

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド
科

目
名

担
当

教
員

教
室

地
域

志
向

科
目

科
目

名
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド

水
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学学

系系
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系系
保保

健健
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育育
系系

1
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3
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2

*
地

域
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経
済

と
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会
・

文
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大
西

1
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7
1
0
0

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ム
ラ

ー
1
0
7
3
0
0

基
盤

英
語

Ⅱ
水

野
1
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8
0
0

健
康

･
ス

ポ
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ツ
／

講
義

鳥
海

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
1
0
1

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
レ

イ
1
0
7
3
0
1

基
盤

英
語

Ⅱ
石

坂
1
0
8
8
0
1

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
／

講
義

神
野

1
0
2
5
5
2

科
学

技
術

へ
の

扉
－

Ａ
佐

伯
 
淳

1
0
7
1
0
2

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

1
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7
3
0
2

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

野

1
0
7
1
0
3

E
S
P
Ⅱ

(
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n
t
e
r
e
s
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b
a
s
e
d
)

ケ
ニ

ー
1
0
7
3
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3

基
盤

英
語

Ⅱ
コ

ー

1
0
7
1
0
4

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
リ
ー
ン

1
0
7
3
0
4

基
盤

英
語

Ⅱ
海

見

1
0
7
1
0
5

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ﾀ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ

1
0
7
3
0
5

基
盤

英
語

Ⅱ
須

加

1
0
7
1
0
6

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

高
松

1
0
7
1
0
7

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

小
田

1
0
7
1
0
8

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

喜
久

田

1
0
7
1
0
9

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

宮
﨑

人 人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系
保保

健健
体体

育育
系系

1
0
1
5
5
2

美
術

伊
東

1
0
7
1
1
0

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ム
ラ

ー
1
0
7
3
0
6

基
盤

英
語

Ⅱ
水

野
1
0
8
8
0
2

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
／

講
義

鳥
海

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
1
1
1

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

サ
ン

ダ
ー

ス
1
0
7
3
0
7

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

松
1
0
8
8
0
3

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
／

講
義

大
川

1
0
2
1
0
2

市
民

生
活

と
法

香
川

1
0
7
1
1
2

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

1
0
7
3
0
8

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

野

1
0
2
2
0
2

産
業

と
経

済
を

学
ぶ

両
角

1
0
7
1
1
3

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ケ
ニ

ー
1
0
7
3
0
9

基
盤

英
語

Ⅱ
石

坂

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
1
1
4

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
レ

イ
1
0
7
3
1
0

基
盤

英
語

Ⅱ
海

見

1
0
2
4
5
2

自
然

科
学

へ
の

扉
－

Ｂ
鈴

木
 
炎

1
0
7
1
1
5

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ﾀ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ

1
0
7
3
1
1

基
盤

英
語

Ⅱ
須

加

1
0
2
6
0
1

科
学

技
術

へ
の

扉
－

Ｂ
高

1
0
7
1
1
6

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
リ
ー
ン

1
0
8
7
0
1

日
本

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ
濱

田
 
美

総 総
合合

科科
目目

系系
1
0
7
1
1
7

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

小
田

1
0
5
3
5
3

*
環

境
木

村
 
元

1
0
7
1
1
8

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

吉
井

･
城

1
0
5
4
0
1

ジ
ェ

ン
ダ

ー
佐

藤
 
裕

1
0
5
5
0
0

*
現

代
文

化
池

田
 
丈

1
0
6
8
5
0

*
産

業
観

光
学

塩
見

人 人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
1
5
0
0

音
楽

千
田

1
0
7
4
5
0

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
名

執
 
基

1
0
7
8
5
1

中
国

語
基

礎
Ⅱ

関

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
4
5
1

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
田

中
 
ま

1
0
7
8
5
2

中
国

語
基

礎
Ⅱ

蔵
田

1
0
1
9
5
3

日
本

国
憲

法
神

山
1
0
7
6
5
1

フ
ラ

ン
ス

語
基

礎
Ⅱ

中
島

 
淑

1
0
7
8
5
3

中
国

語
基

礎
Ⅱ

齊
藤

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
8
2
5
0

ロ
シ

ア
語

基
礎

Ⅱ
武

田
 
昭

1
0
7
8
5
4

中
国

語
基

礎
Ⅱ

梁

1
0
2
4
5
3

自
然

科
学

へ
の

扉
－

Ｂ
杉

森
1
0
8
2
5
1

ロ
シ

ア
語

基
礎

Ⅱ
笹

山
1
0
7
8
5
5

中
国

語
基

礎
Ⅱ

福
田

医 医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
8
0
5
0

朝
鮮

語
基

礎
Ⅱ

上
保

1
0
5
0
5
0

脳
科

学
入

門
堀

 
悦

1
0
8
0
5
1

朝
鮮

語
基

礎
Ⅱ

和
田

 
と

総 総
合合

科科
目目

系系
1
0
8
4
5
0

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅱ
山

﨑
 
け

1
0
5
7
0
0

*
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

デ
ザ

イ
ン

松
井

人 人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
1
0
0
2

哲
学

の
す

す
め

永
井

 
龍

1
0
7
4
5
2

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
名

執
 
純

1
0
7
8
5
6

中
国

語
基

礎
Ⅱ

大
野

1
0
1
5
5
3

美
術

高
橋

 
誠

1
0
7
4
5
3

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
阿

部
 
美

1
0
7
8
5
7

中
国

語
基

礎
Ⅱ

齊
藤

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
4
5
4

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
黒

田
 
廉

1
0
7
8
5
8

中
国

語
基

礎
Ⅱ

梁

1
0
1
9
5
4

日
本

国
憲

法
伊

藤
 
嘉

1
0
7
4
5
5

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅱ
名

執
 
基

1
0
7
8
5
9

中
国

語
基

礎
Ⅱ

森
賀

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
6
0
1

(
再

履
修

)
フ

ラ
ン

ス
語

基
礎

Ⅰ
上

田
 
誠

1
0
7
8
6
0

中
国

語
基

礎
Ⅱ

福
田

1
0
2
6
5
3

生
命

の
世

界
山

本
 
誠

1
0
8
0
5
2

朝
鮮

語
基

礎
Ⅱ

上
保

理 理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
1
0
8
1
0
3

朝
鮮

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
和

田
 
と

1
0
3
6
5
0

物
理

学
Ⅱ

－
Ａ

彦
坂

1
0
8
5
5
0

日
本

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
高

野
 
登

1
0
3
7
0
0

物
理

学
Ⅱ

－
Ｂ

①
吉

田
 
勝

1
0
4
5
5
0

生
命

科
学

Ⅱ
－

Ｃ
①

谷
井

総 総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
3
5
4

*
環

境
木

村
 
元

人人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
1
3
5
3

日
本

文
学

田
村

1
0
7
4
0
9

ド
イ

ツ
語

基
礎

Ⅰ
黒

田
 
廉

1
0
8
8
9
3

(
再
履
修
)
健
康
･
ス
ポ
ー
ツ
／
実
技

鳥
海

1
0
8
9
5
0

応
用

情
報

処
理

山
下

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
8
7
5
1

日
本

語
／

専
門

研
究

ヨ
フ
コ
バ

1
0
8
8
9
4

(
再
履
修
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健
康
･
ス
ポ
ー
ツ
／
実
技

水
谷

1
0
8
9
5
1

応
用

情
報

処
理

遠
山

1
0
2
1
5
3

は
じ

め
て

の
経

済
学

ﾓ
ｳ
ﾞ
ｼ
ｭ
ｸ

1
0
8
9
5
2

応
用

情
報

処
理

柴
田

自 自
然然

科科
学学

系系

1
0
2
7
5
0

デ
ザ

イ
ン

と
生

物
柏

木

理 理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
3
9
5
0

現
代

物
理

学
入

門
彦

坂

1
0
4
8
0
0

生
物

無
機

化
学

入
門

杉
森

医 医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
5
0
0
0

認
知

科
学

井
戸

総総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
4
5
3

技
術

と
社

会
笹

木

1
0
5
7
5
0

*
ビ

ジ
ネ

ス
思

考
大

森

1
0
6
9
5
3

*
富

山
の

地
域

づ
く

り
大

西

人 人
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学学
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国国
語語
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保保

健健
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現
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誠
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e
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Ⅱ
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Ⅱ
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健
康
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Ⅱ
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取
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Ⅱ
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ﾞ
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ｽ
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ー

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
1
2
6

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

田
端

1
0
2
6
5
4

生
命

の
世

界
井

上

総 総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
6
5
1

科
学

と
社

会
野

﨑

人人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系
保保

健健
体体

育育
系系

1
0
1
2
5
1

東
洋

の
歴

史
と

社
会

林
 
美

1
0
7
1
2
7

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ム
ラ

ー
1
0
7
3
1
8

基
盤

英
語

Ⅱ
須

加
1
0
8
8
0
6

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
／

講
義

玉
腰

1
0
1
4
0
3

外
国

文
学

笹
山

1
0
7
1
2
8

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

サ
ン

ダ
ー

ス
1
0
7
3
1
9

基
盤

英
語

Ⅱ
名

取
1
0
8
8
0
7

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
／

講
義

田
邊

1
0
1
7
0
0

言
語

表
現

佐
山

1
0
7
1
2
9

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
リ
ー
ン

1
0
7
3
2
0

基
盤

英
語

Ⅱ
水

野
1
0
8
8
0
8

健
康

･
ス

ポ
ー

ツ
／

講
義

福
島

1
0
1
7
5
3

治
療

の
文

化
史

谷
口

1
0
7
1
3
0

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ﾀ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ

1
0
7
3
2
1

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

松

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
1
3
1

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ケ
ニ

ー
1
0
7
3
2
2

基
盤

英
語

Ⅱ
海

見

1
0
2
2
5
2

経
営

資
源

の
と

ら
え

方
廣

橋
1
0
7
1
3
2

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

1
0
7
3
2
3

基
盤

英
語

Ⅱ
木

村

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
1
3
3

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

鹿
児

島
･
佐

藤
1
0
7
3
2
4

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

野

1
0
2
6
5
5

生
命

の
世

界
伊

原
1
0
7
1
3
4

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

吉
川

1
0
7
3
2
5

基
盤

英
語

Ⅱ
須

田

総総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
9
5
2

S
D
G
s
入

門
木

村
 
元

1
0
6
2
0
0

環
境

と
安

全
管

理
宮

武

人 人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
1
2
0
3

*
日

本
の

歴
史

と
社

会
谷

口
1
0
7
5
5
0

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

岸
本

1
0
7
8
6
1

中
国

語
基

礎
Ⅱ

福
田

1
0
1
3
0
2

西
洋

の
歴

史
と

社
会

青
木

 
恭

1
0
7
5
5
1

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

堀
 
美

1
0
7
9
5
0

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
申

社社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
5
5
2

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

名
執

 
基

1
0
7
9
5
1

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
符

1
0
1
9
5
6

日
本

国
憲

法
吉

井
 
千

1
0
7
5
5
3

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

名
執

 
純

1
0
7
9
5
2

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
楊

1
0
2
1
5
4

は
じ

め
て

の
経

済
学

山
田

1
0
7
7
5
1

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
メ

ノ
ウ

1
0
7
9
5
3

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
艾

自 自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
7
5
2

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
上

田
 
誠

1
0
8
1
5
0

朝
鮮

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
宋

1
0
2
5
0
1

自
然

科
学

へ
の

扉
－

Ｃ
出

口
1
0
7
7
5
3

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾃ
ｨ
ｴ

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
1
0
8
3
5
0

ロ
シ

ア
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

笹
山

1
0
4
5
0
0

生
命

科
学

Ⅱ
－

Ｂ
片

桐

医 医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
5
3
0
1

*
医

療
と

地
域

社
会

宮
島

総総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
9
5
3

S
D
G
s
入

門
杉

森

人 人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
1
1
0
2

こ
こ

ろ
の

科
学

姜
1
0
7
5
5
4

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

名
執

 
基

1
0
7
8
6
2

中
国

語
基

礎
Ⅱ

福
田

1
0
1
1
5
4

現
代

と
教

育
磯

﨑
1
0
7
5
5
5

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

名
執

 
純

1
0
7
9
5
4

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
大

野

1
0
1
4
5
3

*
言

語
と

文
化

宮
城

1
0
7
7
0
6

(
再

履
修

)
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｽ
語

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
Ⅰ

中
島

 
淑

1
0
7
9
5
5

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
符

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
7
5
4

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
上

田
 
誠

1
0
7
9
5
6

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
楊

1
0
2
0
5
2

経
済

生
活

と
法

鈴
木

 
敬

1
0
7
7
5
5

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾃ
ｨ
ｴ

1
0
7
9
5
7

中
国

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
艾

理 理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系
1
0
7
7
5
6

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
メ

ノ
ウ

1
0
8
0
0
4

朝
鮮

語
基

礎
Ⅰ

上
保

1
0
3
1
5
0

線
形

代
数

学
黒

岡
1
0
8
3
5
1

ロ
シ

ア
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

笹
山

1
0
8
1
5
1

朝
鮮

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
和

田
 
と

医医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
8
5
5
1

日
本

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
田

中
 
信

1
0
5
2
0
0

身
近

な
医

学
堀

 
悦

人 人
文文

科科
学学

系系
保保

健健
体体

育育
系系

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
1
1
5
5

現
代

と
教

育
藤

田
1
0
8
8
9
5

(
再
履
修
)
健
康
･
ス
ポ
ー
ツ
／
実
技

佐
伯

 
聡

1
0
8
9
5
3

応
用

情
報

処
理

沖
野

社 社
会会

科科
学学

系系
1
0
8
8
9
6

(
再
履
修
)
健
康
･
ス
ポ
ー
ツ
／
実
技

水
谷

1
0
8
9
5
4

応
用

情
報

処
理

上
木

1
0
2
0
0
2

国
家

と
市

民
秋

葉

自 自
然然

科科
学学

系系

1
0
2
5
5
3

科
学

技
術

へ
の

扉
-
Ａ

西
館

理理
系系

基基
盤盤

教教
育育

系系

1
0
4
4
5
0

生
命

科
学

Ⅱ
－

Ａ
谷

井

総 総
合合

科科
目目

系系

1
0
5
5
5
1

*
人

権
と

福
祉

林
 
夏

1
0
6
1
5
0

富
山

か
ら

考
え

る
震

災
・

復
興

学
大

坂

1
0
6
3
0
0

*
日

本
海

学
和

田
 
直

1
0
6
6
0
0

(
留

学
生

)
日

本
事

情
／

芸
術

文
化

濱
田

 
美

　
前

半
（

1
1
月

2
1
日

ま
で

）

1
0
5
8
0
0

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
世

界
栗

本

　
後

半
（

1
2
月

5
日

か
ら

）

1
0
5
8
5
1

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
実

践
栗

本

情情
報報

処処
理理

系系

1
0
8
9
4
0

（
再

履
修

）
情

報
処

理
栗

本

2

令
和

５
年

度
後

学
期

教
養

教
育

授
業

時
間

割
表

火

5

曜
日

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

5 6

月

曜
日

時
限 4

科
目

名
担

当
教

員
時

限

教
室

科
目

名
担

当
教

員
教

室
担

当
教

員
時

間
割

コ
ー

ド

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド

科
目

名
担

当
教

員
教

室

31

担
当

教
員

教
室

時
間

割
コ

ー
ド

地
域

志
向

科
目

科
目

名
担

当
教

員
科

目
名

時
間

割
コ

ー
ド

科
目

名
担

当
教

員
教

室
時

間
割

コ
ー

ド
時

間
割

コ
ー

ド

地
域

志
向

科
目

科
目

名
時

間
割

コ
ー

ド
科

目
名

担
当

教
員

教
室

教
室

2 1 3 4

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
世
界
」
と
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
実

践
」

は
連

続
し
て
履

修
で
き
ま
す
。

そ
の
場

合
，
両

方
と
も
履

修
登

録
す

る
必

要
が
あ
り
ま
す

。

令
和
５
年
度
後
学
期
教
養
教
育
授
業
時
間
割
表
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令
和
５
年
度
後
学
期
教
養
教
育
授
業
時
間
割
表

人人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
1
0
5
1

人
間

と
倫

理
児

島
1
0
7
1
3
5

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

サ
ン

ダ
ー

ス
1
0
7
3
2
6

基
盤

英
語

Ⅱ
コ

ー

1
0
1
1
5
6

現
代

と
教

育
月

僧
1
0
7
1
3
6

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
リ
ー
ン

1
0
7
3
2
7

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

松

社社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
1
3
7

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

グ
レ

イ
1
0
7
3
2
8

基
盤

英
語

Ⅱ
名

取

1
0
2
0
0
3

国
家

と
市

民
青

木
 
一

1
0
7
1
3
8

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

岡
崎

1
0
7
3
2
9

基
盤

英
語

Ⅱ
海

見

1
0
2
1
5
5

は
じ

め
て

の
経

済
学

翟
1
0
7
1
3
9

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

大
場

1
0
7
3
3
0

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

野

1
0
2
3
0
3

市
場

と
企

業
の

関
係

若
林

1
0
7
1
4
0

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

1
0
7
3
3
1

基
盤

英
語

Ⅱ
小

木
曽

自自
然然

科科
学学

系系
1
0
7
1
4
1

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

菅
野

1
0
7
3
3
2

基
盤

英
語

Ⅱ
石

坂

1
0
2
4
0
2

自
然

科
学

へ
の

扉
－

Ａ
前

澤
1
0
7
1
4
2

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

志
賀

1
0
7
3
3
3

基
盤

英
語

Ⅱ
小

池

医医
療療

･･
健健

康康
科科

学学
系系

1
0
5
0
5
1

脳
科

学
入

門
森

 
寿

人人
文文

科科
学学

系系
外外

国国
語語

系系

1
0
1
1
0
3

こ
こ

ろ
の

科
学

坪
見

1
0
7
1
4
3

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

コ
ー

1
0
7
3
3
4

基
盤

英
語

Ⅱ
名

取

1
0
1
2
0
4

*
日

本
の

歴
史

と
社

会
次

山
1
0
7
1
4
4

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

サ
ン

ダ
ー

ス
1
0
7
3
3
5

基
盤

英
語

Ⅱ
髙

松

1
0
1
8
0
0

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ヨ
コ
フ
バ

1
0
7
1
4
5

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

岡
崎

1
0
7
3
3
6

基
盤

英
語

Ⅱ
小

木
曽

社社
会会

科科
学学

系系
1
0
7
1
4
6

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

大
場

1
0
7
3
3
7

基
盤

英
語

Ⅱ
海

見

1
0
1
9
0
3

*
現

代
社

会
論

木
村

 
元

1
0
7
1
4
7

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
t
e
r
e
s
t
-
b
a
s
e
d
)

ク
ー
パ
ー

1
0
7
3
3
8

基
盤

英
語

Ⅱ
秋

田

1
0
2
0
5
3

経
済

生
活

と
法

伊
藤

 
嘉

1
0
7
1
4
8

E
S
P
Ⅱ

(
I
n
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＜＜利利用用上上のの注注意意事事項項＞＞

　本学では、１年を前学期・後学期に分けたセメスター制（２学期制）の学部と、１年を第１タームから
第４タームに分けた、クォーター制（４学期制）の学部（経済学部、都市デザイン学部）が混在しています。
　本紙では、セメスター制を基準として各機能の説明をしているため、クォーター制の学生は、
以下のように読替えてください。
■■ 前前期期 →→ 第第１１・・第第２２タターームム （（第第１１タターームムはは４４月月～～６６月月、、第第２２タターームムはは６６月月～～８８月月））
■■ 後後期期 →→ 第第３３・・第第４４タターームム （（第第３３タターームムはは１１００～～１１１１月月、、第第４４タターームムはは１１２２月月～～２２月月））

※※「「タターームム」」ととはは、、ククォォーータターー制制ににおおけけるる学学期期ののここととでですす。。

①　パスワード管理 万一パスワードが他人に漏れた場合、あなたになりすまして悪用され、
システム内の情報が漏洩することがあるので、パスワードの管理には十分留意して
ください。

②　時間制限 本システムは、ログインしてから長時間（約30分間）操作しなかった場合、システムとの
接続が切断され、強制的にログアウトします。(本システムでは、この強制ログアウトを
『タイムアウト』といいます。) 引き続きシステムを利用する場合は、再度、『ユーザ名』
及び『パスワード』を入力して、ログインを行ってください。(詳細は、ｐ.5参照)

③　共有利用 複数利用者が共有するパソコンを利用する場合は、ブラウザの「お気に入り」
又は「ブックマーク」に本システムを登録しないようにしてください。また、cookie等により
IDやパスワードを保存しないでください。他の利用者が、「お気に入り」等に残した
ページや閲覧履歴から引き続き利用できる恐れがあります。

④　終了方法 本システムを終了するときは、必ず画面上部の、『ログアウト』（下図参照）をクリック
してから、画面を閉じてください。万一、ブラウザ画面の右上隅の×印をクリックして
画面を閉じた場合、それまでの利用に関する閲覧履歴がパソコンに残ることがあります

⑤　情報セキュリティ 全学生は、情報セキュリティ研修（eラーニング）を必ず受講しなければなりません。
当該研修の実施については別途通知があるので、必ず確認してください。
指定期間内に受講しない場合は、情報システム利用ユーザＩＤが停止され、
本システムが利用できなくなります。不明な点は、所属学部の教務担当窓口に
問い合わせてください。

ヘヘルルンン・・シシスステテムムをを利利用用すするるにに当当たたっっててのの注注意意事事項項①①～～⑤⑤

 ヘルン・システム＜HEARN System>（以下、本システム）とは、
　全学の学生、教職員が利用できる学務情報システムです。
　『ユーザ名』及び『パスワード』を入力することで、掲示板、履修登録、成績、就職支援等の
　機能を利用することができます。

＜＜経経済済学学部部・・都都市市デデザザイインン学学部部のの学学生生へへ＞＞

１　ヘルン・システムの利用１　ヘルン・システムの利用
ヘルン・システム＜ HEARN SYSTEM>（以下、本システム）とは、全学の学生、教職員が

利用できる学務情報システムです。『ユーザ名』及び『パスワード』を入力することで、掲示板、
履修登録、成績、就職支援等の機能を利用することができます。

本学では、１年を前学期・後学期に分けたセメスター制（２学期制）と１年を第１ターム
から第４タームに分けたクォーター制（４学期制）を採用しています。

本紙では、セメスター制を基準として各機能の説明をしているため、クォーター制の場合
は、以下のように読み替えてください。

■ 前学期　→　第１ターム（４～６月）+ 第２ターム（６～８月）
■ 後学期　→　第３ターム（10 ～ 11 月）+ 第４ターム（12 ～２月）

※「ターム」とは、クォーター制における学期のことです。

ヘルン・システムを利用するに当たっての注意事項①～⑤ヘルン・システムを利用するに当たっての注意事項①～⑤

① パスワード管理 万一パスワードが他人に漏れた場合、あなたになりすまして悪用され、
システム内の情報が漏洩することがあります。パスワードの管理には十
分留意してください。

② 時間制限 本システムは、ログインしてから長時間（約 30 分間）操作しなかった
場合、強制的にログアウトします。（本システムでは、これを『タイムア
ウト』といいます。）引き続きシステムを利用する場合は、再度ログイ
ンしてください。（詳細は、p.4 参照）

③ 共有利用 複数利用者が共有するパソコンを利用する場合は、ブラウザの「お気
に入り」又は「ブックマーク」に本システムを登録しないようにしてく
ださい。また、cookie等により、IDやパスワードを保存しないでください。
他の利用者が、「お気に入り」等に残したページや閲覧履歴から引き続き
利用できる恐れがあります。

④ 終了方法 本システムを終了するときは、必ず画面上部の、『ログアウト』をクリッ
クしてから、画面を閉じてください。ブラウザ画面右上の×印をクリッ
クして画面を閉じると、それまでの閲覧履歴がパソコンに残る可能性が
あります。

⑤ セキュリティ 全学生は、情報セキュリティ研修（e ラーニング）を必ず受講しなけれ
ばなりません。当該研修の実施については、別途通知を確認してください。
指定期間内に受講しない場合は、情報システム利用ユーザ ID が停止され、
本システムを利用できなくなります。不明な点は、所属学部等の教務担
当窓口に問い合わせてください。
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⑴⑴ 利用可能時間利用可能時間

本システムは、24時間利用できます。履修登録や成績確認等、利用でき
る期間を限定している機能もあるため、詳しくは、各学部及び共通教育棟の
掲示板等の情報を確認してください。
また、メンテナンス等によりシステムを一時停止することがあります。停
止する場合はあらかじめ通知しますが、緊急を要する等のやむを得ない場合
に限り、予告なしに停止することがあります。

⑵　⑵　利用できるパソコン利用できるパソコン

本システムは、以下に設置してある学内パソコンから利用可能です。各端
末室等は授業に使用していなければ、自由に利用することができます。自宅
のパソコンやスマートフォン等からVPN接続により利用することも可能で
すが、情報セキュリティを充分理解した上で、各自の責任において利用して
ください。
※VPN接続に関する情報は、下記のウェブサイトから確認してください。
　（マニュアルは、学内から閲覧可）

富山大学総合情報基盤センターウェブサイト ＞ サービス別 ＞ ネットワーク ＞ VPN

https://www.itc.u-toyama.ac.jp/service/network/vpn.html#outside

キャンパス 建物名 教室

五福

総合情報基盤センター 端末室（１Ｆ～４Ｆ）

附属図書館 マルチメディア研修室（６Ｆ）

人文学部校舎 情報処理教育室（１Ｆ）

教育学部第２棟 教育用端末室（２Ｆ）

経済学部研究棟 学生コンピュータ室（１Ｆ）　教育用端末室（４Ｆ）

理学部１号館 情報処理演習室（１Ｆ）

五福
（工・都市デ） 共通講義棟 第１端末室、第２端末室（１Ｆ）

第３端末室、CAD室（２Ｆ）

杉谷
講義実習棟 情報処理実習室（大）（小）（３Ｆ）

看護学科研究棟　※ 情報処理実習室（中）（３Ｆ）

高岡 C棟 コンピュータ演習室
（C-220、C-222、C-223）（２Ｆ）

※看護学科・薬学部・大学院研究室配属の学生は、研究室のパソコンを使用
その他、講義室等に設置しているインターネットに接続できるパソコンであれば、本システ
ムを利用することができます。

Ma

理学部棟

ⅠⅠ ヘヘルルンン・・シシスステテムムのの利利用用

マルチメディア研修室（６Ｆ）

工学部棟
情報処理演習室（１Ｆ）

経済学部棟

教育用端末室（１Ｆ）

教育用端末室（４Ｆ）

人文学部棟

人間発達科学部棟 教育用端末室（２Ｆ）

情報処理教育室（１Ｆ）

１１．．利利用用可可能能時時間間

総合情報基盤センター 端末室（１Ｆ～４Ｆ）
附属図書館

五福キャンパス

２２．．利利用用ででききるるパパソソココンン

看護学科研究棟
※看護学科・薬学部・大学院研究室配属の学生は、研究室パソコンを使用

高岡キャンパス

講義実習棟

高岡キャンパス

情報処理実習室（大）（小）（３Ｆ）

コンピュータ演習室（C-220、C-222、C-223）
（C棟２Ｆ）

情報処理実習室（中）（３Ｆ）

杉谷キャンパス

1

Ma

理学部棟

ⅠⅠ ヘヘルルンン・・シシスステテムムのの利利用用

マルチメディア研修室（６Ｆ）

工学部棟
情報処理演習室（１Ｆ）

経済学部棟

教育用端末室（１Ｆ）

教育用端末室（４Ｆ）

人文学部棟

人間発達科学部棟 教育用端末室（２Ｆ）

情報処理教育室（１Ｆ）

１１．．利利用用可可能能時時間間

総合情報基盤センター 端末室（１Ｆ～４Ｆ）
附属図書館

五福キャンパス

２２．．利利用用ででききるるパパソソココンン

看護学科研究棟
※看護学科・薬学部・大学院研究室配属の学生は、研究室パソコンを使用

高岡キャンパス

講義実習棟

高岡キャンパス

情報処理実習室（大）（小）（３Ｆ）

コンピュータ演習室（C-220、C-222、C-223）
（C棟２Ｆ）

情報処理実習室（中）（３Ｆ）

杉谷キャンパス

1
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⑶⑶ ユーザ名及びパスワードユーザ名及びパスワード

本システム利用時の『ユーザ名』及び『パスワード』は、所属学部等から交付される総合情
報基盤センター情報システム利用ユーザ ID 及びパスワードと同じです。（総合情報基盤センター
情報システム利用ユーザ ID のパスワードを変更すると、本システムのパスワードも自動的に変
更されます。）

なお、証明書自動発行機も本システムと同じ『ユーザ名』及び『パスワード』で利用可能です。

① ユーザ名① ユーザ名

学部生のユーザ名は『ｓ（小文字）※』 + 学籍番号の初めの 1 桁を除いた番号 + 『.ems』です。

例）学籍番号が『１２３３０９９９』の場合、ユーザ名は『ｓ２３３０９９９.ems』になります。

学種 学籍番号 → ユーザ名

学部 12330999 → s2330999.ems

② パスワードの再発行② パスワードの再発行

パスワードを忘れた場合は、以下の窓口に学生証を持参して、パスワード再発行の手続きを
行ってください。

なお、パスワードはすぐに発行することができないため、時間に余裕をもって手続きを行っ
てください。

キャンパス 受付場所 受付時間

五福 総合情報基盤センター
平日９：00 ～ 17：00
※土・日・国民の祝日、夏季一斉休業（8 月 14 日

～ 18 日）、年末年始（12 月 29 日～１月３日）
を除く。

杉谷 総合情報基盤センター杉谷分室
（共同研究棟３F）

高岡 芸術系総務・学務課学務チーム
（A 棟１F）

③ 各システムのユーザID及びパスワード③ 各システムのユーザID及びパスワード

本学で使用できるシステムのユーザ ID 及びパスワードは、次のとおりです。各システムに関
するお知らせやマニュアル等については、総合情報基盤センターのウェブサイトを確認してく
ださい。

Ma

五福キャンパス：　総合情報基盤センター
杉谷キャンパス：　総合情報基盤センター杉谷分室

（共同研究棟３階の研究協力課向い）
高岡キャンパス：　芸術文化学部総務課学務チーム

（A棟　１階）

ｍｍ２０３０９９９..ｅｅｍｍｓｓ

→ ｄｄ２０３０９９９..ｅｅｍｍｓｓ

大学院専門職学位課程の学生 →４２０３０９９９

ユーザ名

→

学籍番号

３３．．ユユーーザザ名名及及びびパパススワワーードドににつついいてて

大学院修士課程の学生(博士前期課程)

→

◆ユーザ名について

ｓｓ２０３０９９９..ｅｅｍｍｓｓ学部の学生

（例）

１２０３０９９９

→

大学院博士課程の学生(博士後期課程)

２２０３０９９９

３２０３０９９９

ｐｐ２０３０９９９..ｅｅｍｍｓｓ

　◆パスワードがわからない場合

９時００分～１７時００分
ただし、土・日・祝日、夏季一斉休業期間
（８月１１日から１７日）、年末年始（１２月２９日
から翌年１月３日）を除く。

受付場所 受付時間

2



4
126

以下のシステムのパスワードは、共通しています。

基盤センター
端末室
パソコン

電子メール
Moodle
Proself
無線 LAN

VPN ヘルン・システム

ID（例） s2330999 s2330999.ems

問合せ先 総合情報基盤センター 学務部学務課

⑷ ヘルン・システムへの接続方法⑷ ヘルン・システムへの接続方法

本学のウェブサイトより、以下の手順で接続することができます。

富山大学ウェブサイト>在学生の方>授業関係>ヘルン・システム（学内限定）
https://www.u-toyama.ac.jp/student-staff/hearn_system.html

Ma

ユーザ名及びパスワードを入力して
ログインします。

学務課
修学支援チーム

s2030999.ems

基盤セン
ター

端末室PC

総合情報基盤センター 総合情報
基盤センター

s2030999@ems.
u-toyama.ac.jps2030999

使い方や内容の
問合せ先

　◆各システムのユーザID及びパスワードについて

以以下下ののシシスステテムムののパパススワワーードドはは、、共共通通ししてていいまますす。。

電子メール ヘルン・システム
eラーニング

Proself
無線LAN

VPN ALC
NetAcademy2

４４．．ヘヘルルンン・・シシスステテムムへへのの接接続続方方法法

Barracuda

ユーザID(例）

3

Ma

ユーザ名及びパスワードを入力して
ログインします。

学務課
修学支援チーム

s2030999.ems

基盤セン
ター

端末室PC

総合情報基盤センター 総合情報
基盤センター

s2030999@ems.
u-toyama.ac.jps2030999

使い方や内容の
問合せ先

　◆各システムのユーザID及びパスワードについて

以以下下ののシシスステテムムののパパススワワーードドはは、、共共通通ししてていいまますす。。

電子メール ヘルン・システム
eラーニング

Proself
無線LAN

VPN ALC
NetAcademy2

４４．．ヘヘルルンン・・シシスステテムムへへのの接接続続方方法法

Barracuda

ユーザID(例）

3

Ma

ユーザ名及びパスワードを入力して
ログインします。

学務課
修学支援チーム

s2030999.ems

基盤セン
ター

端末室PC

総合情報基盤センター 総合情報
基盤センター

s2030999@ems.
u-toyama.ac.jps2030999

使い方や内容の
問合せ先

　◆各システムのユーザID及びパスワードについて

以以下下ののシシスステテムムののパパススワワーードドはは、、共共通通ししてていいまますす。。

電子メール ヘルン・システム
eラーニング

Proself
無線LAN

VPN ALC
NetAcademy2

４４．．ヘヘルルンン・・シシスステテムムへへのの接接続続方方法法

Barracuda

ユーザID(例）

3

M
a

ユ
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ザ
名
及
び
パ
ス
ワ
ー
ドを

入
力
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ロ
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す
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学
務
課
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学
支
援
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ム

s2030999.ems
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盤
セ
ン

ター

端
末
室
PC

総
合
情
報
基
盤
セ
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ター

総
合
情
報

基
盤
セ
ン
ター

s2030999@ems.

u-toyama.ac.jp

s2030999

使
い
方
や
内
容
の

問
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せ
先
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電
子
メー

ル

ヘ
ル
ン
・シ

ス
テ
ム

eラ
ー
ニ
ン
グ

Proself

無
線
LAN

VPN

ALC

NetAcademy2

４４．．ヘヘ
ルル
ンン
・・シシ

スス
テテ
ムム
へへ
のの
接接
続続
方方
法法

Barracuda

ユ
ー
ザ
ID(例

）

3

ユーザ名及びパスワードを入力
してログインします。
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トップ画面の説明トップ画面の説明

『HOME』タブでは、システムに関するお知らせ（①～③）及び FAQ（④）を確認することが
できます。

Ma

◆トップ画面の説明

◇◆注意！◆◇ タイムアウト（強制ログアウト)について

①
②

④
③

④

4

① 新着情報
休講・補講・教室変更・掲示情報等を機能ごとに表示します。

② 各種タブ
履修登録やシラバス参照等ができます。詳細は p.6 以降を参照してください。

③ お知らせ
メンテナンス等の重要なお知らせが表示されます。

④ FAQ
本システムについて、『HOME』タブの『FAQ』から質問することができます。『新規登録』

をクリック後、「カテゴリ」を選択し、「質問」を入力したら、『登録』をクリックしてください。
回答があった場合、『FAQ』内の新着欄に表示されます。

Ma

◆トップ画面の説明

◇◆注意！◆◇ タイムアウト（強制ログアウト)について

①
②

④
③

④

4

Ma

◆トップ画面の説明

◇◆注意！◆◇ タイムアウト（強制ログアウト)について

①
②

④
③

④

4

〈タイムアウト（強制ログアウト）〉

本システムは、情報セキュリティ対策のため、 長時間
（約 30 分間）操作されないと強制的にログアウトします。
延長したい場合は、タイムアウトになる前に、右図の時
計マーク又はいずれかのリンクをクリックしてください。

Ma

◆トップ画面の説明

◇◆注意！◆◇ タイムアウト（強制ログアウト)について

①
②

④
③

④

4
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２　学籍情報 （参照・変更申請）２　学籍情報 （参照・変更申請）
学籍情報等は、『学生カルテ』タブの『学生カルテ』から参照するこ

とができます。
情報は下図のようにカテゴリ別に表示されます。

※※

学籍情報のうち、学生本人・保証人の連絡先は『学生連絡先変更』
から変更を申請できます。 

※氏名変更の場合
戸籍抄本 ( 写 ) を所属学部の教務担当窓口へ
提出してください。

・その他
連絡先情報（学生本人や保証人の住所・電
話番号等）は，本システム上で変更申請を
行えますが本システム上で変更できない情
報については，所属学部等の教務担当窓口
で必ず変更を申請してください。

※※

保証人の連絡先を変更する場合は
「保証人連絡先」の各項目に入力

自身の連絡先を変更する場合は
「本人連絡先」の各項目に入力

「申請を完了しました。」
と表示されます。

申請が承認されると，Active!mail
へお知らせが届きます。

（承認後に変更が反映されます。）

※※
※※

変更内容に問題がなければ 
「申請」をクリックして申請
します。

「変更」をクリック
して，確認画面へ
進みます。
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３　掲示板３　掲示板
『掲示板』タブでは、授業科目の情報や全学向けの
お知らせ等、次の各項目の最新情報を確認することが
できます。

授業 試験 学生呼び出し 緊急連絡 お知らせ
担当教員からの連絡 試験に関する連絡 学生個人宛の連絡 災害時等の連絡 左記以外の連絡

Ma

ⅡⅡ 学学 籍籍

ⅢⅢ 掲掲示示板板

　◆掲示板ウェブサイトのお知らせ

5

「掲示板」…各項目の掲示期間内の情報を表示

Ma

ⅡⅡ 学学 籍籍

ⅢⅢ 掲掲示示板板

　◆掲示板ウェブサイトのお知らせ

5

「新着掲示」…各項目の最新情報を表示

〈掲示板情報の確認〉

本システムの掲示板情報や学部等の掲示板は必ず確認してください。各掲示板を見落とした
場合は、各自の責任となるので、十分に注意してください。

Ma

ⅡⅡ 学学 籍籍

ⅢⅢ 掲掲示示板板

　◆掲示板ウェブサイトのお知らせ

5
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４　シラバス参照４　シラバス参照
本機能は、シラバスを参照するときに利用します。
「シラバス参照」をクリック後、検索画面で授業の
条件を分かる範囲で指定し、検索します。「年度」及
び「時間割所属」は必須条件です。

Ma

『参照』をクリックすると、シラバスが閲覧できます。

ⅣⅣ シシララババスス参参照照

7

『参照』をクリックすると、シラバスが閲覧で
きます。

シラバスは、『Webシラバス（授業案内）』からも参照できます（学外からも閲覧可）。
※『Webシラバス（授業案内）』で参照できるシラバスは、ヘルン・システムに記載されてい
るシラバスの一部を省略しています。

富山大学ウェブサイト＞在学生の方＞授業関係＞ Web シラバス（授業案内）
https://www.new-syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/

Ma

『参照』をクリックすると、シラバスが閲覧できます。

ⅣⅣ シシララババスス参参照照

7
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５　履修登録５　履修登録
次の⑴から⑶の履修に関する手続きは、『履修・

出欠・レポート』タブの『履修登録・登録状況照会』
から行います。

⑴ 履修登録（毎週開講授業科目）
⑵ 授業科目の削除
⑶ 履修登録（集中講義等）

『履修登録・登録状況照会』をクリックすると、
右の履修登録・登録状況照会画面が表示されます。
本画面の各項目の詳細は、次のとおりです。

〈クォーター制学部〉

各タームの履修登録期間は、以下のとおりです。４月と 10月に、２ターム分の履修登録を
する必要があるので、注意してください。
第１、第２ターム履修登録期間：第１ターム（４月）
※第２ターム開始月に、第２ターム履修予定科目の修正期間があります。
第３、第４ターム履修登録期間：第３ターム（10月）
※第４ターム開始月に、第４ターム履修予定科目の修正期間があります。

Ma

ⅤⅤ 履履 修修

①① 【 年度・学期 】
現在，表示している履修状況の年度・学期を
表しています。
学期の表示の切り替えは，学期タグ（下記③
参照）をクリックしてください。

②② 【 期 限 】
履修登録の期限を表します。
この期限を過ぎると，該当年度の学期の履
修登録はできなくなるので，注意してくださ

③③ 【 学期タグ 】
履修登録・登録状況照会を行いたい学期を
変更するときにクリックします。

①①

①①

②②

②② ③③

③③

8

Ma

ⅤⅤ 履履 修修

①① 【 年度・学期 】
現在，表示している履修状況の年度・学期を
表しています。
学期の表示の切り替えは，学期タグ（下記③
参照）をクリックしてください。

②② 【 期 限 】
履修登録の期限を表します。
この期限を過ぎると，該当年度の学期の履
修登録はできなくなるので，注意してくださ

③③ 【 学期タグ 】
履修登録・登録状況照会を行いたい学期を
変更するときにクリックします。

①①

①①

②②

②② ③③

③③

8

① 年度・学期
現在表示している履修状況の年度・学期
を表しています。学期の表示の切り替え
は学期タブ（下記③参照）をクリックし
てください。

② 期限
履修登録の期限を表します。この期限を
過ぎると、該当年度の学期の履修登録は
できなくなるので、注意してください。
※照会はいつでも可能です。

③ 学期タブ
履修登録・登録状況照会を行いたい学期
を変更するときにクリックします。

 ① 

② 

  ③

①① 

②② 

③③ 

①①

②②

③③

【セメスター制学部】① 

 ② 

  ③

①①

②②

③③

①①

②② 

③③ 

【クォーター制学部】
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⑴⑴ 履修登録（毎週開講授業科目）履修登録（毎週開講授業科目）

① 履修登録を行いたい『曜日時限』の『未登
録』をクリックします。

※以下の例では、月曜１限に登録すると想定
します。

②　曜日が『月曜日』、時限が『1限』となって
いることを確認し、『時間割コード検索』をク
リックします。

※事前に時間割コードが分かっている場合は、
『時間割コード』欄に入力し、『登録』をクリッ
クします。（→⑥へ）

③　検索画面で授業の条件を分かる範囲で指定
し、検索します。「年度」及び「時間割所属」
は必須条件です。

④ 検索結果が表示されるので、『履修登録を行
いたい授業科目名』をクリックします。この
画面でシラバス項目にある『Syllabus』をク
リックすると、当該授業科目のシラバスを参
照できます。
（シラバス参照については、p.8 を参照）

Ma

①

（→⑥へ）

③

１１．．履履修修登登録録（（毎毎週週開開講講授授業業科科目目））

④

②

9

Ma

①

（→⑥へ）

③

１１．．履履修修登登録録（（毎毎週週開開講講授授業業科科目目））

④

②

9

① 

② 

  ③

①①

②②

③③

①①

②②

③③
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⑤ 履修登録を行いたい授業科目名の時間割
コードが入力されていることを確認し、『登
録』をクリックします。

⑥ 右図のとおり登録されます。（時間割表
内に表示されれば、登録されています。）
引き続き履修登録を行う場合は、①から⑥
の手順を繰り返します。

 〈履修登録におけるエラーについて〉 〈履修登録におけるエラーについて〉

履修登録を行うと、右図のような履修登録エ
ラーが表示されることがあります。
本来登録できるはずの授業科目に登録できな
い場合は、至急所属学部等の教務担当窓口（教
養教育科目については共通教育棟１Fの教養教
育支援室窓口）に報告してください。

〈その他のエラー表示〉

・履修前提条件を満たしていません。
・修得済の単位 /授業科目数が排他単位 /授業科目数の制限を超えています。
・曜日・時限が重複しています。
・この時間割は指示されている年次以外の学生は履修することはできません。
・クラス制限科目です。
・カリキュラム制限科目です。
・学期に履修可能な単位数を超えています。
・学期に履修可能な科目数を超えています。

Ma

◇◆注意！◆◇ 履修登録におけるエラーについて

⑤

⑥

10

Ma

◇◆注意！◆◇ 履修登録におけるエラーについて

⑤

⑥

10

④ 

⑤ 
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⑵⑵　授業科目の削除　授業科目の削除

①　削除したい授業科目の『時間割コード』
をクリックします。

②　授業科目名等を確認して問題なければ、
『削除』をクリックします。

※削除後は①の画面に戻るので、引き続き履
　修登録が可能です。
（履修登録については、p.9 を参照）

⑶⑶　履修登録 （集中講義等）　履修登録 （集中講義等）

集中講義等を登録したい場合は、以下の要領で行います。

①　『集中講義を登録』をクリックします。

②　曜日及び時限が『その他』となっている
ことを確認し、『時間割コード検索』をク
リックします。

※事前に時間割コードが分かっている場合
は、『時間割コード』欄に記入し、『登録』
をクリックします。

Ma

②

３３．．履履修修登登録録（（集集中中講講義義等等））

２２．．授授業業科科目目のの削削除除

①

①

②

11

Ma

②

３３．．履履修修登登録録（（集集中中講講義義等等））

２２．．授授業業科科目目のの削削除除

①

①

②

11

Ma

②

３３．．履履修修登登録録（（集集中中講講義義等等））

２２．．授授業業科科目目のの削削除除

①

①

②

11
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③ ⑴履修登録（p.9）の③～⑤と同様の手順
で登録します。なお、同一曜日時限に複数
授業を登録すると、１科目は通常の曜日時
限の欄に、残りの１科目は、『集中講義な
ど』の欄に表示されます。

※履修登録内容を印刷したい場合は、＜履修登録・登録状況照会＞画面左下の『PDF 出力』を
クリックします。

Ma

③

ⅥⅥ 事事前前登登録録

１１．．事事前前登登録録

②

①

12

Ma

③

ⅥⅥ 事事前前登登録録

１１．．事事前前登登録録

②

①

12

⑷⑷　履修登録（他学部・他研究科等科目の履修）　履修登録（他学部・他研究科等科目の履修）

他学部等の科目について、履修を希望する場合には、この方法で申請します。

※ 申請前に、シラバスの「授業追加情報」
タブの「他学部・他研究科等学生の履修
可否」の欄から、他学部・他研究科等学
生の履修が可能か確認してください。（右
図参照）

※ 各種資格（教職、学芸員 等）関連科目については、履修登録方法について、別途指示する場
合があります。その場合には、ここに記載の方法ではなく、その指示に従って登録してください。

※ 他学部・他研究科等の科目により修得した単位が、卒業要件においてどのように扱われるか
については、あらかじめ所属学部等の教務担当窓口で確認してください。

①　『履修・出欠・レポート』タブの『他学部履修登
録申請』をクリックします。

Ma

③

ⅥⅥ 事事前前登登録録

１１．．事事前前登登録録

②

①

12
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②　『申請追加』をクリックします。

③ 履修したい科目の時間割所属（開
講している学部）を選択し、『時間割
コード検索』をクリックします。
※ 事前に時間割コードが分かっている
場合は、『時間割コード』欄に入力し、
『登録』をクリックします。（→⑥へ）

④検索画面で授業の条件をわかる範囲
で指定し、検索します。「年度」及び
「時間割所属」は必須条件です。

⑤ 検索結果が表示されるので、『履修
登録を行いたい授業科目名』をクリッ
クします。

⑥ 履修登録を行いたい授業科目の時
間割コードが入力されていること
を確認し、『申請』をクリックしま
す。
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⑦ ①の「他学部履修登録申請確認」
をクリックすると、履修登録を行っ
た科目が表示されます。

⑧ 他学部履修が許可されると『承
認状況』の表示が『承認』に切り
替わり、自動的に履修登録されま
す。

Active! mail にも通知が届きます。

６　事前登録６　事前登録
※事前登録機能を使用する場合は、別途指示があります。
事前登録に関する手続きは、『履修・出欠・レポート』

タブの『事前登録』又は『事前登録照会』から行います。

⑴ 事前登録
⑵ 事前登録科目の削除

⑴⑴　事前登録　　事前登録　

①　『事前登録』をクリックし、事前登録を
行う授業科目の『カテゴリ』をクリックし
ます。

②　事前登録を行う科目の『科目グループ』
をクリックします。カテゴリ選択に戻る場
合は、『戻る』をクリックしてください。

Ma

③

ⅥⅥ 事事前前登登録録

１１．．事事前前登登録録

②

①

12

Ma

③

ⅥⅥ 事事前前登登録録

１１．．事事前前登登録録

②

①

12

Ma

③

ⅥⅥ 事事前前登登録録

１１．．事事前前登登録録

②

①

12
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③　優先順位（右画面であれば、『1』又は『2』）
を入力して、『確認』をクリックします。
優先順位には、数値のみ入力可能です。

④ 内容を確認後、『登録』をクリックします。
一つ前の画面に戻る場合は、『戻る』をク
リックします。

※事前登録期間内であれば、登録内容の変更
が可能です。変更する場合は、以下の「⑵
事前登録科目の削除」から削除し、再度「⑴
事前登録」の①から④の手順で登録を行い
ます。

⑵⑵　事前登録科目の削除　事前登録科目の削除

①　「⑴ 事前登録」の①・②と同じ手順で、
削除したい授業科目の『カテゴリ』及び『科
目グループ』を選択します。

② 既に登録した授業科目が表示されるの
で、『削除』をクリックすると、表示され
ている授業科目が全て削除されます。

Ma

①

②

未抽選の場合は「－」
登録できなかった場合は「×」
登録できた場合は「〇」が表示されます。

③

④

２２．．事事前前登登録録科科目目のの削削除除

３３．．結結果果のの照照会会

13
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３３．．結結果果のの照照会会

13

Ma

①

②

未抽選の場合は「－」
登録できなかった場合は「×」
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③

④

２２．．事事前前登登録録科科目目のの削削除除

３３．．結結果果のの照照会会

13

Ma

①

②

未抽選の場合は「－」
登録できなかった場合は「×」
登録できた場合は「〇」が表示されます。

③

④

２２．．事事前前登登録録科科目目のの削削除除

３３．．結結果果のの照照会会

13
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